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はじめに 

 

 近年の新生児医療の発展に伴い、ハイリスクな状態であっても救われる命が増えています。

生きていくうえで医療的なケアを必要とする小児は、令和 3年度時点で推計 2万人と言われて

います。 

 こうした背景から小児訪問看護の必要性は高まっていますが、様々な不安から一歩を踏み出

せない訪問看護事業所が多い状況にあります。このため、訪問看護師の不安軽減を図り、質を

担保しつつ「一歩を踏み出せる」事業所を増やす取り組みが大切だと考えました。 

そこで全国訪問看護事業協会では、平成 28年度に訪問看護推進委員会の下に「小児訪問看護

推進検討部会」を設置し、その方策について検討してきました。 

平成 29年度より「小児訪問看護研修プログラム」の開発を行い、「始めよう小児訪問看護」・

「いのちを支える」・「活動すること」・「呼吸すること」・「食べること」という 5つの領域に分

け、小児訪問看護を実践する上で学んでおきたい内容を網羅しました。 

平成 30年度からは「小児情報交換会」を開催しました。参加者に役立つ情報をお届けし、気

軽に意見交換ができる場作りを心掛け、第１回から 4回の参加者は 663名になりました。 

 今後は、「小児訪問看護研修プログラム」をひな型として、全国で活用していただけたらと思

っています。支援の必要な小児がどこで生まれても、どこで療育されても、安心して訪問看護

をご利用いただける体制整備が進んでいくことを願っております。 

 

 

 

 

令和５年６月 

全国訪問看護事業協会 小児訪問看護推進検討部会 

部会長 尾田 優美子 

  



 

 

 

目 次 

 

１．小児訪問看護推進事業の概要 .................................................... 1 

１）事業の目的 .................................................................... 3 

２）事業の全体像 ................................................................. 13 

 

２．小児訪問看護研修 ............................................................. 17 

１）小児訪問看護研修会プログラムの開発 ........................................... 19 

２）小児訪問看護研修会の実施 ..................................................... 30 

３）小児訪問看護研修会アンケート調査の実施 ....................................... 49 

 

３．小児訪問看護情報交換会 ....................................................... 51 

１）小児訪問看護情報交換会 ....................................................... 53 

２）小児訪問看護情報交換会の様子 ................................................. 58 

３）小児訪問看護情報交換会アンケート ............................................. 60 

 

４．小児訪問看護研修プログラムの普及 ............................................. 61 

１）地域における小児訪問看護研修会開催支援 ....................................... 63 

 

５．アンケート結果報告 ........................................................... 79 

１）はじめよう小児訪問看護（基礎編） ............................................. 81 

２）いのちを支える ............................................................... 96 

３）活動すること ................................................................ 122 

４）呼吸すること ................................................................ 148 

５）食べること .................................................................. 170 

６）委員動画視聴後アンケート .................................................... 192 

７）小児訪問看護情報交換会 ...................................................... 210 

 

６．まとめと考察 ................................................................ 259 

 

参考資料 ........................................................................ 263 

 

  



 

 

 



 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．小児訪問看護推進事業の概要 
  



 

2 

  



 

3 

１．小児訪問看護推進事業（以下、事業）の概要 

１）事業の目的 

 現在、小児を取り巻く医療の問題として、急性期の集中治療を担う NICU に長期入院する

乳幼児の在宅医療への移行が進まない事から生じる NICU の慢性的な病床不足などがある。

国は、そのような乳幼児を在宅に移行するための施策を打ち出してはいるが、思うように小

児の在宅への移行が伸びていないのが現状である。 

一方、在宅療養を支援する立場の訪問看護の現場においても「小児科を経験したことのあ

る看護師がいない」「医療処置などの小児の処置に不安がある」などの声が聞かれ、小児訪問

看護の提供に積極的になれないという一面がある。 

そこで、当協会（全国訪問看護事業協会を以後当協会と記す）は、小児訪問看護の量的拡

大と質的向上を推進するために訪問看護推進委員会の下に「小児訪問看護推進検討部会」を

設置し、課題を整理・抽出し、方策の検討を行った。 
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（１）小児訪問看護推進検討部会の設置 

以下の構成員からなる小児訪問看護推進検討部会を設置・運営した。 

 

図表1-1 小児訪問看護推進検討部会 委員名簿（平成 28・29 年度） 

区分 氏名 所属 

部会長 尾田 優美子 訪問看護ステーション 細江 所長 

メンバー 上村 貴代美 信愛訪問看護ステーションほほえみ 管理者 

 倉田 慶子 
社会福祉法人鶴風会 東京小児療育病院 教育担

当係長 

 田中 道子 あすか山訪問看護ステーション 所長 

 松尾 陽子 （NPO）訪問看護ステーションさんさん 管理者 

オブザーバー 田中 真衣 
厚生労働省社会援護局障害保健福祉部障害福祉課

障害児発達障害支援室 障害福祉専門官 

 桑木 光太郎 
厚生労働省医政局地域医療計画課 在宅医療推進

室 室長補佐 

 山口 道子 
厚生労働省医政局地域医療計画課 在宅医療推進

室 在宅看護専門官 

事務局 清崎 由美子 全国訪問看護事業協会 事務局長 

 吉原 由美子 全国訪問看護事業協会 業務主任 

 倉地 沙織 全国訪問看護事業協会 

 木村 美佐子 全国訪問看護事業協会 

（50 音順、敬称略） 
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図表1-2 小児訪問看護推進検討部会 委員名簿（平成 30 年度） 

区分 氏名 所属 

部会長 尾田 優美子 訪問看護ステーション 細江 所長 

メンバー 上村 貴代美 信愛訪問看護ステーションほほえみ 管理者 

 倉田 慶子 
社会福祉法人鶴風会 東京小児療育病院 

教育担当係長 

 田中 道子 あすか山訪問看護ステーション 所長 

 松尾 陽子 （NPO）訪問看護ステーションさんさん 管理者 

オブザーバー 堤 翼 
厚生労働省医政局地域医療計画課 在宅医療推進室  

室長補佐 

 猿渡 央子  
厚生労働省医政局地域医療計画課 在宅医療推進室  

在宅看護専門官  

 刀根 暁 
厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉

課障害児・発達障害者支援室 障害福祉専門官 

事務局 清崎 由美子 全国訪問看護事業協会 事務局長 

 吉原 由美子 全国訪問看護事業協会 業務主任 

 井上 多鶴子 全国訪問看護事業協会 

 栗田 あさみ 全国訪問看護事業協会 

（50 音順、敬称略） 

図表1-3 小児訪問看護推進検討部会 委員名簿（令和元年度） 

区分 氏名 所属 

部会長 尾田 優美子 訪問看護ステーション 細江 所長 

メンバー 上村 貴代美 信愛訪問看護ステーションほほえみ 管理者 

 倉田 慶子 社会福祉法人鶴風会 東京小児療育病院 教育担当係長  

 田中 道子 あすか山訪問看護ステーション 所長 

 松尾 陽子 （NPO）訪問看護ステーションさんさん 管理者 

オブザーバー 長谷川 洋子 
厚生労働省医政局地域医療計画課 在宅医療推進室  

在宅看護専門官  

 

後藤 友美 

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課  

障害児・発達障害者支援室  

医療的ケア児支援専門官 
 

事務局 吉原 由美子 全国訪問看護事業協会 業務主任 

 井上 多鶴子 全国訪問看護事業協会 

 海老原 直子 全国訪問看護事業協会 

（50 音順、敬称略） 
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図表1-4 小児訪問看護推進検討部会 委員名簿（令和 2 年度） 

区分 氏名 所属 

部会長 尾田 優美子 訪問看護ステーション 細江 所長 

メンバー 上村 貴代美 信愛訪問看護ステーションほほえみ 管理者 

 倉田 慶子 
社会福祉法人鶴風会 東京小児療育病院 

教育担当係長 

 小宮山 日登美 訪問看護ステーションひとみ 管理者 

 塙 真美子 はみんぐ訪問看護ステーション 統括管理者 

 松尾 陽子 特定非営利活動法人えがおさんさん 代表理事 

オブザーバー 長谷川 洋子 
厚生労働省医政局地域医療計画課 在宅医療推進室  

在宅看護専門官  

 後藤 友美 

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課  

障害児・発達障害者支援室  

医療的ケア児支援専門官 

事務局 高砂 裕子 全国訪問看護事業協会 副会長 

 吉原 由美子 全国訪問看護事業協会 業務主任 

 井上 多鶴子 全国訪問看護事業協会 

 立川 尚子 全国訪問看護事業協会 

（50 音順、敬称略） 

 

図表1-5 小児訪問看護推進検討部会 委員名簿（令和 3 年度） 

区分 氏名 所属 

部会長 尾田 優美子 訪問看護ステーション 細江 所長 

メンバー 倉田 慶子 順天堂大学大学院医療看護学研究科 博士後期課程  

 小宮山 日登美 訪問看護ステーションひとみ 管理者 

 作田 和子 小石川医師会訪問看護ステーション 

 田中 歩 特定非営利活動法人えがおさんさん 代表理事 

 塙 真美子 はみんぐ訪問看護ステーション 統括管理者 

事務局 高砂 裕子 全国訪問看護事業協会 副会長 

 吉原 由美子 全国訪問看護事業協会 業務主任 

 井上 多鶴子 全国訪問看護事業協会 

 是木 美奈子 全国訪問看護事業協会 

 卯月 理恵 全国訪問看護事業協会 

（50 音順、敬称略） 
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図表1-6 小児訪問看護推進検討部会 委員名簿（令和 4 年度） 

区分 氏名 所属 

部会長 尾田 優美子 訪問看護ステーション 細江 所長 

メンバー 倉田 慶子 順天堂大学大学院医療看護学研究科 博士後期課程  

 小宮山 日登美 訪問看護ステーションひとみ 管理者 

 作田 和子 小石川医師会訪問看護ステーション 

 田中 歩 特定非営利活動法人えがおさんさん 代表理事 

 塙 真美子 はみんぐ訪問看護ステーション 統括管理者 

事務局 高砂 裕子 全国訪問看護事業協会 副会長 

 吉原 由美子 全国訪問看護事業協会 業務主任 

 是木 美奈子 全国訪問看護事業協会 

 清崎 由美子 全国訪問看護事業協会 技術参与 

（50 音順、敬称略） 
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（２）小児訪問看護推進検討部会の開催実績 

小児訪問看護推進検討部会の開催実績は以下のとおり。 

 

図表1-7 開催日時・検討テーマ（平成 28 年度） 

 開催日時 検討テーマ 

第 1 回 平成 29 年 2 月 9 日（木） 

13：00～15：00 

 事業内容 

 小児訪問看護の現状 

 

図表1-8 開催日時・検討テーマ（平成 29 年度） 

 開催日時 検討テーマ 

第 1 回 平成 29 年 4 月 26 日（木） 

14：00～16：00 

 小児訪問看護の現状 

（厚生労働省より情報提供） 

 ヒアリング候補地・参加者 

第 2 回 平成 29 年 9 月 20 日（水） 

13：30～15：30 

 見学・ヒアリング報告 

 研修の方向性について 

第 3 回 平成 30 年 1 月 24 日（水） 

13：30～15：30 

 研修プログラム（案）について 
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図表1-9 開催日時・検討テーマ（平成 30 年度） 

 開催日時 検討テーマ 

第 1 回 平成 30 年 4 月 12 日（木） 

13：30～15：30 

 研修プログラム（案）の検討 

－研修プログラムの内容（修正点の説明等） 

－入門プログラムについて 

－ステップアップ・プログラムについて 

 小児訪問看護情報交換会の検討 

－プログラム内容の検討 

－講師の推薦および講師依頼者、決定 

－対象者、人数 

－グループワークの構成、ファ－シリテーターの 

決定 

－情報交換会の周知方法 

第 2 回 平成 30 年 9 月 5 日（木） 

13：30～15：30 

 小児訪問看護情報交換会について 

－申込状況 

－当日の進行等について 

－グループワークについて 

 研修プログラムについて 

－研修プログラムの内容の確認 

－見学実習について 

第 3 回 平成 30 年 11 月 21 日（水） 

10：00～12：00 

 研修プログラムについて 

－研修プログラム（入門編）の内容の検討 

 小児訪問看護情報交換会について 

－参加者アンケートおよび終了後アンケートの報

告 

－次年度の開催についての検討 

 2019 年事業計画（案）（抜粋）に関する意見交換 

第 4 回 平成 30 年 1 月 23 日（水） 

13：30～15：30 

 「はじめよう！小児の訪問看護」についての検討 

－プログラム・シラバスについて 

－演習について 

－具体的な内容 

－シミュレーター 

 「取り組んでみよう！小児の訪問看護（仮）」の検

討 

－日程 

－プログラム（トピック、GW テーマ・方法） 

－講師の推薦および講師依頼者の検討 
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図表1-10  開催日時・検討テーマ（令和元年度） 

 開催日時 検討テーマ 

第 1 回 令和元年 5 月 15 日（水） 

14：00～16：00 

 小児訪問看護の推進について 

－厚生労働省障害福祉関係 

－各地域で行われている支援医療的ケア児への支援  

 「はじめよう！小児の訪問看護（入門編）」研修会

について 

－演習 

－具体的な内容 

－ファシリテーター 

－実習・見学（案） 

 「Let’s try 小児の訪問看護～小児看護の楽しさ

を知ろう～」情報交換会について 

－グループワークの進め方 

－周知方法 

 その他情報提供等 

第 2 回 令和元年 9 月 9 日（月） 

13：30～15：00 

 小児訪問看護推進検討部会委員の変更 

 「Let’s try 小児の訪問看護～小児看護の楽しさ

を知ろう～」情報交換会について 

－講師の変更 

－申し込み状況 

 「はじめよう！小児の訪問看護（入門編）」研修会

について 

－進捗状況 

 次年度の小児研修会について 

第 3 回 令和 2 年 2 月 12 日（水） 

13：30～15：30 

 小児訪問看護推進検討部会委員の変更 

 「Let’s try 小児の訪問看護～小児看護の楽しさ

を知ろう～」情報交換会 

－アンケート結果 

－次回の小児訪問看護情報交換会についての検討 

 「はじめよう小児の訪問看護～基礎編～」研修会 

－アンケート結果 

－意見交換 

 令和２年度小児訪問看護研修会についての検討 

－「小児訪問看護研修会 Part２～いのちを支える

～」プログラム・講師 

－「小児訪問看護研修会 Part３～活動すること

～」プログラム・講師 
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図表1-11  開催日時・検討テーマ（令和 2 年度） 

 開催日時 検討テーマ 

第 1 回 令和 2 年 12 月 7 日（月） 

10：00～12：00 

 小児訪問看護の推進について 

 日本財団助成期間の延長について 

 次年度の研修開催について 

 小児情報交換会について 

 シミュレーターの貸し出しについて 

第 2 回 令和 3 年 2 月 19 日（金） 

13：00～15：00 

 小児訪問看護情報交換会の開催について 

ZOOM による Web 配信 

－チラシ案について 

－開催日時について 

－講師の推薦 

 研修会について 

－令和 3 年度における学習方法と講師の確定 

 今後のスケジュールについて 

 

図表1-12  開催日時・検討テーマ（令和 3 年度） 

 開催日時 検討テーマ 

第 1 回 令和 3 年 6 月 2 日（水） 

14：30～16：30 

 小児訪問看護の推進について 

－令和 3 年度事業計画 

 小児情報交換会について 

 小児訪問看護研修会について 

 その他 

－令和 2 年度文科省事業「地域で医療的ケア児を

支援する学校の看護師と訪問看護師の看看連携

モデル」パンフレットについて 

第 2 回 令和 3 年 12 月 13 日（月） 

15：00～17：00 

 小児訪問看護情報交換会について 

－アンケート結果報告 

 小児訪問看護研修会について 

－「いのちを支える」・「活動すること」研修会報告 

 令和４年度小児訪問看護研修会について 

－小児訪問看護研修会「呼吸すること」、「食べること」 

－開催時期 

－開催方法 

－講師推薦 

 その他 

－医療連携体制加算について 
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 開催日時 検討テーマ 

第 3 回 令和 4 年 3 月 2 日（水） 

10：00～12：00 

 令和 3 年度開催の研修会に関する報告 

１）「いのちを支える」              

２）「活動すること」                

－受講者アンケート報告                

 令和 4 年度研修会について 

 小児訪問看護研修会プログラム評価                        

－意見交換（シラバス内容、講義時間ほか） 

 令和 4 年度小児訪問看護情報交換会について 

 

 

図表1-13  開催日時・検討テーマ（令和 4 年度） 

 開催日時 検討テーマ 

第 1 回 令和 4 年 6 月 10 日（金） 

14：30～16：30 

 第 4 回小児情報交換会について 

 小児訪問看護研修会について 

第 2 回 令和 4 年 11 月 21 日（月） 

10：00～12：00 

 第４回小児訪問看護情報交換会について 

 2023 年度全国訪問看護事業協会事業計画について  

 小児訪問看護研修プログラムと研修会開催の報

告書作成について 

第 3 回 令和 5 年 3 月 10 日（金） 

10：00～12：00 

 令和 4 年度小児訪問看護研修会アンケート結果報告 

 小児訪問看護研修会開催を普及する方策の検討（案） 

 小児訪問看護推進検討部会活動報告書（案）につ

いて 

 令和 5 年度小児訪問看護情報交換会開催の有無に

ついて 

 今後のスケジュール 
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２）事業の全体像 

（１）全体構成 

事業の全体構成は、以下の通りである。 

小児訪問看護の有識者、訪問看護ステーションの管理者等からなる小児訪問看護推進検討

部会を設置し、小児訪問看護の量的拡大と質的向上に資する方策を検討することを目的とし

て、小児訪問看護研修プログラムの開発と開催、及び小児訪問看護情報交換会を開催した。 

 

図表1-14 事業の全体像 

 

 

 

 

 

 

  

目的： 

小児訪問看護の量的拡大と質的向上を図るため、その方策の検討及び実施を目的とした。 

小児訪問看護の現状把握 

小児訪問看護研修会の開催 

  ・R1：はじめよう小児訪問看護 

  ・R3：いのちを支える、活動すること 

  ・R4：呼吸すること、食べること 

小児訪問看護研修プログラムの 

評価・見直し 

地域における小児訪問看護研修会の 

開催支援策の検討及び支援 

H30 

R4 

R1～３ 

小児訪問看護研修プログラムの開発 

小児訪問看護推進検討部会の設置・運営 
H28 

小児訪問看護推進の方策の検討 

小児訪問看護情報交換会の検討 

小児訪問看護情報交換会の 

継続的開催 

小児訪問看護情報 

交換会の開催 

（H30、R１、R3～４） 
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（２）事業の全体スケジュール 

事業の全体スケジュールは以下のとおり。 

● ：検討部会開催 

※ ：小児訪問看護研修会・小児訪問看護情報交換会開催 

：実施期間 

：検討期間 

図表1-15 実施スケジュール 

 
平成 28 年 平成 29 年 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

小児訪問看護推進検討部会           ●  

小児訪問看護の現状把握              

 

 
平成 29 年 平成 30 年 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

小児訪問看護推進検討部会 ●     ●    ●   

見学・ヒアリング調査             

研修プログラム案の検討              

 

 
平成 30 年 平成 31 年 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

小児訪問看護推進検討部会 ●     ●  ●  ●   

研修プログラム案の検討             

小児訪問看護情報交換会の実施        ※      

 

 
平成 31 年/令和元年 令和 2 年 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

小児訪問看護推進検討部会  ●    ●     ●  

研修プログラム案の検討              

小児訪問看護研修会の実施 

（はじめよう小児訪問看護） 
        ※    

小児訪問看護情報交換会の実施          ※    

 

 
令和 2 年 令和 3 年 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

小児訪問看護推進検討部会         ●  ●  

研修プログラム案の検討              
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令和 3 年 令和 4 年 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

小児訪問看護推進検討部会   ●      ●   ● 

研修プログラム案の検討              

小児訪問看護研修会の実施             

 

いのちを支える             

活動すること       
※ 

ライブ配信 
 

※ 

対面研修 
   

小児訪問看護情報交換会の実施     ※         

 

 
令和 4 年 令和 5 年 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

小児訪問看護推進検討部会   ●     ●    ● 

研修プログラム案の検討             

小児訪問看護研修会の実施             

 

呼吸すること       

※ 

ライブ配信 

※

対面研修 

     

食べること        
※ 

ライブ配信 
    

小児訪問看護情報交換会の実施    ※         
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２．小児訪問看護研修 
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２．小児訪問看護研修 

１）小児訪問看護研修会プログラムの開発 

次頁のとおり、小児訪問看護研修プログラムの開発を行った。 

当協会の開発した「小児訪問看護研修プログラム」（p.21～24 参照）は、小児訪問看護を行

うにあたって必要となる講義を網羅した内容となっており、以下の５つの分類に分かれてい

る。 

① 重症心身障害・小児医療概論   12時間（p.21） 

② 医療・看護の知識各論       36時間（p.22） 

③ ケア・援助論                    29時間（p.23） 

④ 地域で活動する他職種について    9時間（p.24） 

⑤ 施設等でのケアの実際            7日間（p.24） 

上記①～⑤を、受講しやすいようにテーマ毎に講義内容を集め、下記の様に５つの編に分

割した。（p.25～29 参照） 

 はじめよう小児訪問看護（入門編）（p.25） 

 いのちを支える（スキルアップ編）（p.26） 

 活動すること（スキルアップ編）（p.27） 

 呼吸すること（スキルアップ編）（p.28） 

 食べること（スキルアップ編）（p.29） 

図表2-1 小児訪問看護プログラムイメージ 
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なお、実情に応じて、小児訪問看護推進検討部会において内容の見直しを行っている。 

小児訪問看護の現状を把握するため、先進的な取組を行っている以下の 8 施設を対象に見

学・ヒアリングを行った。 

 

図表2-2 見学・ヒアリング対象一覧 

区分 訪問日 施設名 

見学 平成 29 年 5 月 24 日  ＮＰＯ法人えがおさんさん 

見学 平成 29 年 6 月 7 日  浜松市発達医療総合センター～はままつ友愛のさと～ 

見学 平成 29 年 6 月 7 日  聖隷浜松病院 

ヒアリング 平成 29 年 6 月 15 日  信愛訪問看護ステーションほほえみ 

見学 平成 29 年 6 月 26 日  認定 NPO 法人障害児保育園 ヘレン 

見学 平成 29 年 6 月 28 日  訪問看護ステーションそれいゆ 

見学 平成 29 年 7 月 20 日  株式会社マザー湘南 

見学 平成 29 年 7 月 26 日  ひばりクリニック・認定ＮＰＯ法人うずりん 
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図表2-3 小児訪問看護研修プログラム 

 

  

時間 研修名 目的 到達目標 学習方法 具体的な講義内容

3時間 最近の小児医療・重症心
身障害児の医療・看護の
動向

小児医療・重症心身障害児医療・看護
の動向と訪問看護の必要性を理解し、
子どもと家族をとりまく現状の課題に
ついて検討する。

・子どもをとりまく医療と看護の動向、環境について理解でき
る
・重症心身障害児の医療について理解できる
・小児訪問看護における看護の課題を検討できる

講義・演習
（ディスカッショ
ン）

・小児医療の現状・課題とは
・医療的ケアとは(概念・状態像など）
・小児医療における重症心身障害児の医療の現状と課題
・重症心身障害児の高齢化と移行期ケアについて
・小児医療で活用できる医療費制度について（政策や取り組みなどを含む）

3時間 子どもの権利と倫理的か
かわり

子どもの権利を理解し、倫理的な関わ
りについて学ぶ。

・子どもの権利を理解する
・倫理的な関わりについて考えることができる

講義・演習
（ディスカッショ
ン）

・日本国憲法における子どもの権利について
・子どもの権利条約について
・倫理の概念
・看護協会における倫理指針について
・日常のケア場面における倫理的配慮・ケアを事例を示す

2時間 看護の現状と課題、訪問
看護の実際

新生児医療の動向、NICUでの医療・看
護の役割、機能を理解する

・新生児医療の実際と動向が理解できる
・ＮＩＣＵでケアを受ける子どもとその家族の状況が理解でき
る。
・ＮＩＣＵの医療従事者のかかえる課題が理解できる。

講義 ・新生児医療の現状と課題（NICUでケアを受ける子どもの状態やNIC満床U問題の背景など）
・新生児医療からの退院支援の実際や課題（地域の医師や訪問看護ステーションとの連携）
・新生児医療を受ける家族の現状と課題

2時間 重症心身障害児医療の歴
史・重症心身障害の概
念・診断

重症心身障害児医療の歴史、概念、定
義を学ぶ

・重症心身障害児医療の歴史的変遷がわかる
・重症心身障害児の概念が理解できる
・重症心身障害児の診断（大島分類など）が理解できる

講義 ・重症心身障害児の医療の歴史的変遷について
・重症心身障害児の概念
・重症心身障害児の診断（大島分類について）

2時間 診療所が実施する小児在
宅医療の実際

小児在宅医療を支える地域医療の役
割・機能について理解できる

・小児在宅医療に関する開業医の取り組みが理解できる
・地域医療における開業医の役割・機能について理解できる

講義 ・地域での訪問看護の連携の実際について
・在宅医などとの地域連携について
・小児科医ではない在宅医との連携について
・小児科医の在宅医療の実際と課題について
・大学病院などの医療連携について

①
重
症
心
身
障
害
・
小
児
医
療
概
論
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時間 研修名 目的 到達目標 学習方法 具体的な講義内容

6時間 子どもの成長発達とフィ
ジカルアセスメント

子どもの発達・生理学的変化を理解で
きる

・子どもの成長発達について理解できる
・子どもの全身アセスメントの方法が理解できる
・フィジカルアセスメントの方法を演習できる

講義(3H)
演習(3H)

・子どもの身体の生理的な特徴などについて（おとなと子どものフィジカルアセスメントの違いや詳しい生理学
的変化の違い）
・子どもの成長発達について
・フィジカルアセススメント技術
・子どもに特長的な感染症について（病態と治療麻疹・風疹・水痘・手足口病・流行性耳下腺炎・尿路感染症・
MRSAなど）
・予防接種について

2時間 発達障害の理解と対応 小児の発達・生理学的変化を理解し、
発達障害とその対応を学ぶ。

・発達障害の原因、分類が理解できる
・発達障害を持つ子どもとその家族への適切な対応や、援助の
方法がわかる

講義 ・発達障害とは、原因とメカニズムについて
・発達障害がある子どもとその家族への対応について

2時間 重症心身障害児者の原因
となる疾患・状態像の理
解と対応

重症心身障害児者の原因となる疾患・
状態像を理解し、その対応、かかわり
について学びを深める。

・重症心身障害児者の原因となる疾患、状態像と合併症につい
て理解できる
・重症心身障害児の状態像に対応した治療方法やかかわりにつ
いて理解できる

講義 ・重症心身障害の原因となる疾患の合併症や治療について（出生前・出生時から新生時期・新生児期から18歳ま
での時期に分けた原因）
・重症心身障害となる疾患をもつ子どもの成長発達の実際と対応について（事例をまじえて）

3時間 呼吸障害について 呼吸のメカニズムを理解し、呼吸障害
に対する治療とその看護について理解
する

・呼吸のメカニズムを理解する
・呼吸障害のメカニズムを理解する
・呼吸障害に対する治療について理解する

講義 ・呼吸のメカニズムについて
・呼吸障害のメカニズムについて
・呼吸障害に対する治療について（看護における注意点なども含める）

4時間 脳性まひ・筋疾患・染色
体異常などの主な疾患に
ついて

重症心身障害児の主要疾患・病態につ
いて学ぶ

・脳性まひについて理解する
・代表的な筋疾患の病態について理解する
・代表的な染色体異常の病態について理解する
・各疾患の治療について理解できる
・筋緊張の病態について理解できる

講義 ・脳性まひについて
・代表的な筋疾患の病態について
・代表的な染色体異常の病態について
・各疾患の治療について
・筋緊張の病態について

2時間 てんかん発作について てんかん発作の病態と治療について学
ぶ

・てんかんの原因、診断、治療について理解する
・てんかん発作の観察ポイントについて理解する
・てんかん発作を予防するための日常生活管理について理解す
る

講義 ・てんかんの原因、診断、治療について
・てんかん発作の観察ポイントについて
・てんかん発作を予防するための日常生活管理について

2時間 消化器疾患と栄養障害に
ついて

栄養障害が発生する消化器官の病態に
ついて理解し、それらに対する援助方
法がわかる

・消化のメカニズムを理解する
・消化器疾患の病態を理解する
・消化器疾患への治療方法について理解する
・栄養のメカニズムを理解する

講義 ・消化のメカニズムについて
・消化器疾患の病態について
・消化器疾患への治療方法について
・栄養のメカニズムについて

2時間 摂食嚥下障害について学
ぶ

摂食嚥下障害の病態生理について学ぶ ・摂食嚥下のメカニズム、解剖生理が理解できる
・摂食嚥下障害の原因、病態が理解できる
・摂食嚥下障害の治療・対応方法が理解できる

講義 ・摂食嚥下のメカニズム、解剖生理について
・摂食嚥下障害の原因、病態について
・摂食嚥下障害の治療・対応方法について

1時間 睡眠障害について 睡眠のメカニズムを理解し、睡眠障害
の原因、援助方法について学ぶ

・睡眠のメカニズムについて理解する
・睡眠障害のメカニズムについて理解する
・睡眠障害の治療について理解する
・睡眠障害への援助方法について理解する

講義 ・睡眠のメカニズムについて
・睡眠障害のメカニズムについて
・睡眠障害の治療について
・睡眠障害への援助方法について

1時間 排尿障害について学ぶ 排尿のメカニズムを理解し、排尿障害
の治療に沿った援助方法を理解する

・排尿のメカニズムが理解できる
・排尿障害の病態が理解できる
・排尿障害への治療方法が理解できる
・排尿障害の援助方法について理解する

講義 ・排尿のメカニズムについて
・排尿障害の病態について
・排尿障害への治療方法について
・排尿障害の援助方法について

1時間 排便障害について学ぶ 排便のメカニズムを理解し、排便障害
の治療に沿った援助方法を理解する

・排便のメカニズムが理解できる
・排便障害の病態が理解できる
・排便障害への治療方法が理解できる

講義 ・排便のメカニズムについて
・排便障害の病態について
・排便障害への治療方法について

1時間 眼の機能・眼科疾患につ
いて学ぶ

眼の機能、眼科疾患について理解し、
治療に沿った援助方法を理解する

・眼の機能を理解する
・眼科疾患について理解する
・眼科疾患の治療方法について理解する

講義 ・眼の機能について
・眼科疾患について
・眼科疾患の治療方法について

1時間 耳、鼻の機能・耳鼻科疾
患について学ぶ

耳、鼻の機能、耳鼻科疾患について理
解し、治療に沿った援助方法を理解す
る

・耳、鼻の機能を理解する
・耳鼻科疾患について理解する
・耳鼻科疾患の治療方法について理解する

講義 ・耳、鼻の機能について
・耳鼻科疾患について
・耳鼻科疾患の治療方法について

2時間 循環器について 循環器の機能、疾患について理解し、
治療に沿った援助方法を理解する

・循環機能を理解する
・循環器疾患について理解する
・循環器疾患の治療方法について理解する

講義 ・循環機能について
・循環器疾患について
・循環器疾患の治療方法について
・心臓の冠動脈に病変を残す「川崎病」、学校検診でみつかる「不整脈」や「心筋症」について

3時間 心疾患（心奇形）につい
て

生まれつき心臓の形と機能に異常のあ
る「先天性心疾患」について理解し、
治療に沿った援助方法を理解する

・先天性心疾患について理解する
・先天性心疾患の治療方法について理解する
・先天性心疾患の日常生活の注意点について理解する

講義 ・先天性心疾患について
・先天性心疾患の治療方法について（手術の方法なども含む）
・先天性心疾患の日常生活の注意点について

3時間 小児がんについて 子どもに特徴的ながんの症状、治療に
沿った援助方法を理解する

・子どもに特徴的ながんについて理解する
・がんの治療方法について理解する
・がんに罹患している子どもの日常生活の注意点について理解
する

講義 ・子どもに特徴的ながんについて
・がんの治療方法について
・がんに罹患している子どもの日常生活の注意点について

②
医
療
・
看
護
の
知
識
各
論



 

23 

 

 

  

時間 研修名 目的 到達目標 学習方法 具体的な講義内容

3時間 呼吸障害の看護について 呼吸障害に対する観察ポイント・看護
について理解する

・呼吸障害に対する観察ポイントが理解できる
・ネブライザーや在宅酸素吸入器などの使用方法が理解できる
・安楽に呼吸するための援助方法が理解できる

講義・演習 ・人工呼吸器のアラームへの対処方法などについて
・気管切開部への対応について
・ネブライザーや在宅酸素吸入時の注意点について
・吸引の際の注意点について

3時間 口腔衛生について 良好な口腔衛生を維持するための援助
方法を理解する

・口腔の解剖生理と機能について理解できる
・清潔を保つ口腔ケアの方法がわかる

講義・演習 ・口腔の解剖生理と機能について
・清潔を保つ口腔ケアの方法と注意点について

3時間 摂食嚥下障害のある患者
への援助方法

摂食嚥下障害がある利用者への援助方
法を学ぶ

・摂食嚥下障害がある利用者の摂食介助時の注意点が理解でき
る
・摂食嚥下障害がある利用者の摂食介助を演習できる

講義・演習 ・摂食嚥下障害がある利用者の摂食介助時の注意点について

1時間 人工呼吸器の基礎 人工呼吸器についての基本的知識と、
安全な人工呼吸器管理に必要な知識を
学ぶ。

・人工呼吸器の原理が理解できる
・人工呼吸器管理中の注意点、看護について理解できる

講義・演習 ・人工呼吸器の原理について
・人工呼吸器管理中の注意点、看護について

4時間 呼吸障害の理解と肺理学
療法

呼吸障害のある障害児者の観察アセス
メントを学び、安楽な呼吸のための効
果的なポジショニング、リラクゼー
ションの技術を習得する。

・呼吸のメカニズムを理解し、呼吸障害の評価ができる
・効果的なポジショニング、リラクゼーションについて理解
し、実践することができる

講義・演習 ・呼吸のメカニズムを理解し、呼吸障害の評価のポイントについて
・効果的なポジショニング、リラクゼーションについて

2時間 骨折・移乗介助・更衣 骨折の機序、原因、骨折予防に重点を
おいた移乗介助や更衣の際の注意点を
学ぶ

・骨の解剖生理を理解できる
・骨折予防の注意点を理解できる
・移乗の際の注意点を理解できる
・更衣の際の注意点を理解できる

講義・演習 ・骨の解剖生理について
・骨折予防の注意点について
・移乗の際の注意点について
・更衣の際の注意点について

3時間 急変時の対応 小児のＢＬＳ技術を学び、在宅におけ
る緊急時の対応方法を、具体的にイ
メージ化できる。

・小児のＢＬＳ技術が実践できる
・小児の緊急時の対応について具体的にイメージできる

講義・演習
（2時間）

・小児のＢＬＳ技術が実践できるように演習を実施する
・小児の緊急時の対応について具体的にイメージできるように事例を交え、ポイントを説明

2時間 よりよく生き抜くための
重症心身障害児者の看護

重症心身障害児者がよりよく生き抜く
ための看護について理解し、課題につ
いて検討する

・疾病により身体機能の危機的状態にある、および成長発達・
加齢に伴い終末期に向う重症心身障害児者の病態が理解できる
・重症心身障害児者の治療の選択、家族の思いを理解すること
ができる
・終末期に向かうあるいは終末期にある重症心身障害児者とそ
の家族の支援について考えることができる

講義・演習
（ディスカッショ
ン）

・疾病により身体機能の危機的状態にある（幼少期の身体機能の未熟さによる症状や進行性疾患による症状や病
態）、および成長発達・加齢に伴い身体機能の変化によって表出する症状の悪化（側弯などによる呼吸障害、嚥
下機能の低下による誤嚥性肺炎の繰り返し）などの重症心身障害児者の病態について
・重症心身障害児者の治療の選択、家族の思いについて
・終末期に向かうあるいは終末期にある重症心身障害児者とその家族の看護（痛みのケア・呼吸を安楽にするケ
ア・家族と共に過ごすためのケア・家族への予後の説明など事例を交えた解説）

4時間 小児リハビリテーション 子どもの身体の特徴をふまえたリハビ
リテーション内容について理解し、看
護師が実施できる内容について学ぶ

・筋緊張のケア（リラクゼーション、ポジショニング等）を理
解できる
・ＲＯＭエクササイズの内容が理解できる

講義・演習 ・筋緊張のケア（リラクゼーション、ポジショニング等）について
・ＲＯＭエクササイズの内容について

4時間 家族の思いに寄り添う看
護

疾病や障害をもつ小児を支える家族の
現状を理解し、支援のありかたを学
ぶ。

・疾病や障害をもつ子どもの家族及び介護者の想いがわかる
・重症心身障害児者の家族の理解を深め、支援について検討で
きる
・悲嘆の過程について理解する
・家族の障害受容に対する支援方法について理解する

講義・演習
（ディスカッショ
ン）

・疾病や障害をもつ子どもの家族及び介護者の想いがわかる（主たる介護者となる家族の思いの背景が理解でき
るように、事例を交えて説明）
・重症心身障害児者の家族の理解を深め、支援について検討できるようにするために、ロールプレイを実施し、
その後、ディスカッションをする
・悲嘆の過程について
・家族の障害受容に対する支援方法について、事例を交えて説明

③
ケ
ア
・
援
助
論
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時間 研修名 目的 到達目標 学習方法 具体的な講義内容

1時間 在宅生活を支える制度や
社会資源について

在宅生活を支える制度やサービスを理
解し、ケアに活用する方法を学ぶ。

・療育施設（医療型障害児入所施設・外来のみの療育セン
ター）の役割・機能を理解できる
・訪問看護師の役割について理解できる
・障害者総合支援法とサービスについて理解できる
・小児の在宅療養を支援する制度について理解できる
・地域社会の資源の活用について検討できる

講義 ・療育施設（医療型障害児入所施設・外来のみの療育センター）の役割・機能について
・訪問看護師の役割について（家族とのかかわりについて重点を置く）
・利用者と家族を支えている関係機関の概要はあったほうが良い。学校や教育にも関連する。
・小児の在宅療養を支援する制度について（職種や制度の内容）

1時間 特別支援学校における看
護の役割について

特別支援学校の機能・役割、学びの場
で実践される医療的ケアの実際を学
ぶ。

・特別支援学校の機能・役割について理解できる
・学びの場で実践される医療的ケアの実際、看護職の役割につ
いて理解できる

講義 ・特別支援学校の機能・役割について
・学びの場で実践される医療的ケアの実際、看護職の役割について

1時間 児童相談所の機能と役割
について

児童相談所の機能・役割を学び、小
児、障害児者の虐待がおこる背景や関
わりの実際を学ぶ。

・児童相談所の機能・役割がわかる
・小児虐待に対する児童相談所の関わりが理解できる
・小児、障害児者の虐待がおこる背景および家族のアセスメン
トについて理解できる

講義 ・児童相談所の機能・役割について
・小児虐待に対する児童相談所の関わりについて
・小児、障害児者の虐待がおこる背景および家族のアセスメントについて

2時間 他職種の理解とチーム医
療について

他職種の役割と機能を理解し、チーム
で支援をするために必要な方策につい
て学ぶ

・他職種の役割と機能について理解する
・他職種との連携について理解する
・チームで支援する際の看護師の役割について検討できる

講義・演習（ディ
スカッション・
ロールプレイな
ど）

・他職種の役割と機能について
・他職種との連携について
・チームで支援する際の看護師の役割について検討する（他の医療者から、訪問看護師がどのような役割や機能
を持っていると考えられているのか）

2時間 福祉用具 小児に特徴的な福祉用具の機能につい
て理解し、正しく使用ができるよう注
意点を学ぶ

・福祉用具の特徴について理解する
・用具を装着する際の注意点について理解できる

講義 ・福祉用具の特徴について（おとなが使用する用具とは違いがわかる座位保持やバギーなど）
・用具を装着する際の注意点について

2時間 相談支援と連携 相談支援の役割・機能について理解
し、適切に制度を活用できるように学
ぶ

・相談支援の役割・機能について理解する
・相談支援員の役割・機能について理解する
・相談支援員と連携するための方策を理解する

講義 ・障害福祉サービス等を申請した障害者（児）について、サービス等利用計画の作成、及び支給決定後のサービ
ス等利用計画の見直し（モニタリング）、計画相談支援給付費又は障害児相談支援給付費の支給について
・子どもや家族がどのように病気や障害などを乗り越える力を持っているのか、事例を交えて説明

1日 診療所におけるケアの実
際を学ぶ

診療所において見
学実習

1日 NICUにおける実際のケア
を学ぶ

NICUにおいて見学
実習

1日 医療型入所施設・療養介
護における実際のケアを
学ぶ

入所施設において
見学実習

2日 訪問看護の実際を学ぶ 訪問看護ステー
ションにおいて見
学実習

1日 特別支援学校における実
際のケアを学ぶ

特別支援学校にお
いて見学実習

1日 通所施設における実際の
ケアを学ぶ

通所施設において
見学実習

④
地
域
で
活
動
す
る
他
職
種
に
つ
い
て

⑤
施
設
等
で
の
ケ
ア
の
実
際

小児在宅医療を支える地域医療の実際を学ぶ ・同行訪問、同行見学を実施する
・訪問研修、見学時間などは、各施設で調整する
・各施設でオリエンテーションを受ける（各施設の役割、機能、従事する職員数、地域の特性、契約利用者の状
況などの講義を受ける）

NICUの機能・役割を理解し、NICUにおける看護の実際を学ぶ

入所施設の機能・役割を理解し、施設における看護の実際を学ぶ

小児訪問看護の機能・役割を理解し、家庭におけるケアの実際を学ぶ

特別支援学校の機能・役割を理解し、学びの場における看護の実際を学ぶ

通所施設の機能・役割を理解し、日中活動の場における看護の実際を学ぶ
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図表2-4 小児訪問看護研修プログラム(テーマ別)：はじめよう小児訪問看護（入門編） 

 

分類 時間 講義名 目的 到達目標 学習方法 具体的な講義内容

②医療・看護の知識
各論

2時間 訪問看護の実際 訪問看護の実際を理解する ・小児訪問看護の実際が理解できる。 講義

・新生児医療の現状と課題（NICUでケアを受ける子どもの状態やNIC満床U問題
の背景など）
・新生児医療からの退院支援の実際や課題（地域の医師や訪問看護ステーショ
ンとの連携）
・新生児医療を受ける家族の現状と課題
・小児訪問看護の実際

①重症心身障害・小
児医療概論

2時間
診療所が実施する小児在
宅医療の実際

小児在宅医療を支える地域
医療の役割・機能について
理解できる

・小児在宅医療に関する開業医の取り組みが理解できる
・地域医療における開業医の役割・機能について理解できる

講義

・地域での訪問看護の連携の実際について
・在宅医などとの地域連携について
・小児科医ではない在宅医との連携について
・小児科医の在宅医療の実際と課題について
・大学病院などの医療連携について

②医療・看護の知識
各論

2時間
重症心身障害児者の原因
となる疾患・状態像の理解
と対応

重症心身障害児者の原因と
なる疾患・状態像を理解し、
その対応、かかわりについ
て学びを深める。

・重症心身障害児者の原因となる疾患、状態像と合併症につ
いて理解できる
・重症心身障害児の状態像に対応した治療方法やかかわりに
ついて理解できる

講義

・重症心身障害の原因となる疾患の合併症や治療について（出生前・出生時から
新生時期・新生児期から18歳までの時期に分けた原因）
・重症心身障害となる疾患をもつ子どもの成長発達の実際と対応について（事例
をまじえて）

①重症心身障害・小
児医療概論

1時間 小児看護の現状と課題
新生児医療の動向、NICUで
の医療・看護の役割、機能
について

・新生児医療の実際と動向が理解できる
・ＮＩＣＵでケアを受ける子どもとその家族の状況が理解でき
る。
・ＮＩＣＵの医療従事者のかかえる課題が理解できる。
・小児訪問看護の実際が理解できる。

講義

・新生児医療の現状と課題（NICUでケアを受ける子どもの状態やNIC満床U問題
の背景など）
・新生児医療からの退院支援の実際や課題（地域の医師や訪問看護ステーショ
ンとの連携）
・新生児医療を受ける家族の現状と課題

②医療・看護の知識
各論

3 時間
脳性まひ・筋疾患・染色体
異常などの主な疾患につ
いて

重症心身障害児の主要疾
患・病態について学ぶ

・脳性まひについて理解する
・代表的な筋疾患の病態について理解する
・代表的な染色体異常の病態について理解する
・各疾患の治療について理解できる
・筋緊張の病態について理解できる

講義

・脳性まひについて
・代表的な筋疾患の病態について
・代表的な染色体異常の病態について
・各疾患の治療について
・筋緊張の病態について

③ケア・援助論 2時間 骨折・移乗介助・更衣
骨折の機序、原因、骨折予
防に重点をおいた移乗介助
や更衣の際の注意点を学ぶ

・骨の解剖生理を理解できる
・骨折予防の注意点を理解できる
・移乗の際の注意点を理解できる
・更衣の際の注意点を理解できる

講義・演習

・骨の解剖生理について
・骨折予防の注意点について
・移乗の際の注意点について
・更衣の際の注意点について

３
日
目

②医療・看護の知識
各論

6時間
子どもの成長発達とフィジ
カルアセスメント

子どもの発達・生理学的変
化を理解できる

・子どもの成長発達について理解できる
・子どもの全身アセスメントの方法が理解できる
・フィジカルアセスメントの方法を演習できる

講義(3H)・演習(3H)

・子どもの身体の生理的な特徴などについて（おとなと子どものフィジカルアセス
メントの違いや詳しい生理学的変化の違い）
・子どもの成長発達について
・フィジカルアセススメント技術
・子どもに特長的な感染症について（病態と治療麻疹・風疹・水痘・手足口病・流
行性耳下腺炎・尿路感染症・MRSAなど）
・予防接種について

1日
診療所におけるケアの実
際を学ぶ

診療所において見学実習

1日
NICUにおける実際のケア
を学ぶ

NICUにおいて見学実習

1日
医療型入所施設・療養介
護における実際のケアを
学ぶ

入所施設において見学実習

2日 訪問看護の実際を学ぶ
訪問看護ステーションにおい
て見学実習

1日
特別支援学校における実
際のケアを学ぶ

特別支援学校において見学
実習

1日
通所施設における実際の
ケアを学ぶ

通所施設において見学実習

１
日
目

２
日
目

⑤施設等でのケアの
実際

小児在宅医療を支える地域医療の実際を学ぶ

・同行訪問、同行見学を実施する
・訪問研修、見学時間などは、各施設で調整する
・各施設でオリエンテーションを受ける（各施設の役割、機能、従事する職員数、
地域の特性、契約利用者の状況などの講義を受ける）

NICUの機能・役割を理解し、NICUにおける看護の実際を学ぶ

入所施設の機能・役割を理解し、施設における看護の実際を学ぶ

小児訪問看護の機能・役割を理解し、家庭におけるケアの実際を学ぶ

特別支援学校の機能・役割を理解し、学びの場における看護の実際を学ぶ

通所施設の機能・役割を理解し、日中活動の場における看護の実際を学ぶ
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図表2-5 小児訪問看護研修プログラム（テーマ別）：いのちを支える（スキルアップ編） 

 

カテゴリー 時間 講義名 目的 到達目標 学習方法 具体的な講義内容

③ケア・援助論 2時間
よりよく生き抜くための重症
心身障害児者の看護

重症心身障害児者がよりよく
生き抜くための看護について
理解し、課題について検討す
る

・疾病により身体機能の危機的状態にある、お
よび成長発達・加齢に伴い終末期に向う重症
心身障害児者の病態が理解できる
・重症心身障害児者の治療の選択、家族の思
いを理解することができる
・終末期に向かうあるいは終末期にある重症
心身障害児者とその家族の支援について考え
ることができる

講義　90分
GW　30分

・疾病により身体機能の危機的状態にある（幼少期の身体機能の未熟さによる症状や進行性疾
患による症状や病態）、および成長発達・加齢に伴い身体機能の変化によって表出する症状の悪
化（側弯などによる呼吸障害、嚥下機能の低下による誤嚥性肺炎の繰り返し）などの重症心身障
害児者の病態について
・重症心身障害児者の治療の選択、家族の思いについて
・終末期に向かうあるいは終末期にある重症心身障害児者とその家族の看護（痛みのケア・呼吸
を安楽にするケア・家族と共に過ごすためのケア・家族への予後の説明など事例を交えた解説）

③ケア・援助論 4時間 家族の思いに寄り添う看護
疾病や障害をもつ小児を支え
る家族の現状を理解し、支援
のありかたを学ぶ。

・疾病や障害をもつ子どもの家族及び介護者
の想いがわかる
・重症心身障害児者の家族の理解を深め、支
援について検討できる
・悲嘆の過程について理解する
・家族の障害受容に対する支援方法について
理解する

講義・演習（ディスカッ
ション）

・疾病や障害をもつ子どもの家族及び介護者の想いがわかる（主たる介護者となる家族の思いの
背景が理解できるように、事例を交えて説明）
・重症心身障害児者の家族の理解を深め、支援について検討できるようにするために、ロールプ
レイを実施し、その後、ディスカッションをする
・悲嘆の過程について
・家族の障害受容に対する支援方法について、事例を交えて説明

②医療・看護の知識各
論

3時間 小児がんについて
子どもに特徴的ながんの症
状、治療に沿った援助方法を
理解する

・子どもに特徴的ながんについて理解する
・がんの治療方法について理解する
・がんに罹患している子どもの日常生活の注
意点について理解する

講義
・子どもに特徴的ながんについて
・がんの治療方法について
・がんに罹患している子どもの日常生活の注意点について

③ケア・援助論 3時間 急変時の対応

小児のＢＬＳ技術を学び、在宅
における緊急時の対応方法
を、具体的にイメージ化でき
る。

・小児のＢＬＳ技術が実践できる
・小児の緊急時の対応について具体的にイ
メージできる

講義・演習（2時間）
・小児のＢＬＳ技術が実践できるように演習を実施する
・小児の緊急時の対応について具体的にイメージできるように事例を交え、ポイントを説明

④地域で活動する他職
種について

2時間
他職種の理解とチーム医
療について

他職種の役割と機能を理解
し、チームで支援をするため
に必要な方策について学ぶ

・他職種の役割と機能について理解する
・他職種との連携について理解する
・チームで支援する際の看護師の役割につい
て検討できる

講義・演習（ディスカッ
ション・ロールプレイな
ど）

・他職種の役割と機能について
・他職種との連携について
・チームで支援する際の看護師の役割について検討する（他の医療者から、訪問看護師がどのよ
うな役割や機能を持っていると考えられているのか）

①重症心身障害・小児
医療概論

3時間
子どもの権利と倫理的かか
わり

子どもの権利を理解し、倫理
的な関わりについて学ぶ。

・子どもの権利を理解する
・倫理的な関わりについて考えることができる

講義・演習（ディスカッ
ション）

・日本国憲法における子どもの権利について
・子どもの権利条約について
・倫理の概念
・看護協会における倫理指針について
・日常のケア場面における倫理的配慮・ケアを事例を示す

1日
診療所におけるケアの実際
を学ぶ

診療所において見学
実習

1日
NICUにおける実際のケア
を学ぶ

NICUにおいて見学実
習

1日
医療型入所施設・療養介護
における実際のケアを学ぶ

入所施設において見
学実習

2日 訪問看護の実際を学ぶ
訪問看護ステーション
において見学実習

1日
特別支援学校における実
際のケアを学ぶ

特別支援学校におい
て見学実習

1日
通所施設における実際の
ケアを学ぶ

通所施設において見
学実習

３
日
目

1
日
目

⑤施設等でのケアの実
際

２
日
目

・同行訪問、同行見学を実施する
・訪問研修、見学時間などは、各施設で調整する
・各施設でオリエンテーションを受ける（各施設の役割、機能、従事する職員数、地域の特性、契
約利用者の状況などの講義を受ける）

NICUの機能・役割を理解し、NICUにおける看護の実際を学ぶ

入所施設の機能・役割を理解し、施設における看護の実際を学ぶ

小児訪問看護の機能・役割を理解し、家庭におけるケアの実際を学ぶ

特別支援学校の機能・役割を理解し、学びの場における看護の実際を学ぶ

通所施設の機能・役割を理解し、日中活動の場における看護の実際を学ぶ

小児在宅医療を支える地域医療の実際を学ぶ
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図表2-6 小児訪問看護研修プログラム（テーマ別）：活動すること（スキルアップ編） 

 

カテゴリー 時間 講義名 目的 到達目標 学習方法 具体的な講義内容

①重症心身障害・
小児医療概論

3時間
最近の小児医療・重症心身障害児の医
療・看護の動向

小児医療・重症心身障害児医療・看護の動
向と訪問看護の必要性を理解し、子どもと
家族をとりまく現状の課題について検討す
る。

・子どもをとりまく医療と看護の動向、環境につ
いて理解できる
・重症心身障害児の医療について理解できる
・小児訪問看護における看護の課題を検討でき
る

講義・演習（ディスカッション）

・小児医療の現状・課題とは
・医療的ケアとは(概念・状態像など）
・小児医療における重症心身障害児の医療の現状と課題
・重症心身障害児の高齢化と移行期ケアについて
・小児医療で活用できる医療費制度について（政策や取り
組みなどを含む）

1時間 耳、鼻の機能・耳鼻科疾患について学ぶ
耳、鼻の機能、耳鼻科疾患について理解
し、治療に沿った援助方法を理解する

・耳、鼻の機能を理解する
・耳鼻科疾患について理解する
・耳鼻科疾患の治療方法について理解する

講義
・耳、鼻の機能について
・耳鼻科疾患について
・耳鼻科疾患の治療方法について

1時間 眼の機能・眼科疾患について学ぶ
眼の機能、眼科疾患について理解し、治療
に沿った援助方法を理解する

・眼の機能を理解する
・眼科疾患について理解する
・眼科疾患の治療方法について理解する

講義
・眼の機能について
・眼科疾患について
・眼科疾患の治療方法について

1時間 睡眠障害について
睡眠のメカニズムを理解し、睡眠障害の原
因、援助方法について学ぶ

・睡眠のメカニズムについて理解する
・睡眠障害のメカニズムについて理解する
・睡眠障害の治療について理解する
・睡眠障害への援助方法について理解する

講義

・睡眠のメカニズムについて
・睡眠障害のメカニズムについて
・睡眠障害の治療について
・睡眠障害への援助方法について

③ケア・援助論 4時間 小児リハビリテーション
子どもの身体の特徴をふまえたリハビリ
テーション内容について理解し、看護師が
実施できる内容について学ぶ

・筋緊張のケア（リラクゼーション、ポジショニン
グ等）を理解できる
・ＲＯＭエクササイズの内容が理解できる

講義・演習
・筋緊張のケア（リラクゼーション、ポジショニング等）につ
いて
・ＲＯＭエクササイズの内容について

④地域で活動する
他職種について

2時間 福祉用具
小児に特徴的な福祉用具の機能について
理解し、正しく使用ができるよう注意点を学
ぶ

・福祉用具の特徴について理解する
・用具を装着する際の注意点について理解でき
る

講義
・福祉用具の特徴について（おとなが使用する用具とは違
いがわかる座位保持やバギーなど）
・用具を装着する際の注意点について

2時間 てんかん発作について てんかん発作の病態と治療について学ぶ

・てんかんの原因、診断、治療について理解す
る
・てんかん発作の観察ポイントについて理解す
る
・てんかん発作を予防するための日常生活管
理について理解する

講義
・てんかんの原因、診断、治療について
・てんかん発作の観察ポイントについて
・てんかん発作を予防するための日常生活管理について

2時間 発達障害の理解と対応
小児の発達・生理学的変化を理解し、発達
障害とその対応を学ぶ。

・発達障害の原因、分類が理解できる
・発達障害を持つ子どもとその家族への適切な
対応や、援助の方法がわかる

講義
・発達障害とは、原因とメカニズムについて
・発達障害がある子どもとその家族への対応について

1時間 児童相談所の機能と役割について
児童相談所の機能・役割を学び、小児、障
害児者の虐待がおこる背景や関わりの実
際を学ぶ。

・児童相談所の機能・役割がわかる
・小児虐待に対する児童相談所の関わりが理
解できる
・小児、障害児者の虐待がおこる背景および家
族のアセスメントについて理解できる

講義

・児童相談所の機能・役割について
・小児虐待に対する児童相談所の関わりについて
・小児、障害児者の虐待がおこる背景および家族のアセ
スメントについて

1時間
特別支援学校における看護の役割につ
いて

特別支援学校の機能・役割、学びの場で実
践される医療的ケアの実際を学ぶ。

・特別支援学校の機能・役割について理解でき
る
・学びの場で実践される医療的ケアの実際、看
護職の役割について理解できる

講義
・特別支援学校の機能・役割について
・学びの場で実践される医療的ケアの実際、看護職の役
割について

1日 診療所におけるケアの実際を学ぶ 診療所において見学実習

1日 NICUにおける実際のケアを学ぶ NICUにおいて見学実習

1日
医療型入所施設・療養介護における実
際のケアを学ぶ

入所施設において見学実習

2日 訪問看護の実際を学ぶ
訪問看護ステーションにおいて見学実
習

1日
特別支援学校における実際のケアを学
ぶ

特別支援学校において見学実習

1日 通所施設における実際のケアを学ぶ 通所施設において見学実習

・同行訪問、同行見学を実施する
・訪問研修、見学時間などは、各施設で調整する
・各施設でオリエンテーションを受ける（各施設の役割、機
能、従事する職員数、地域の特性、契約利用者の状況な
どの講義を受ける）

NICUの機能・役割を理解し、NICUにおける看護の実際を学ぶ

入所施設の機能・役割を理解し、施設における看護の実際を学ぶ

小児訪問看護の機能・役割を理解し、家庭におけるケアの実際を学ぶ

特別支援学校の機能・役割を理解し、学びの場における看護の実際を学ぶ

通所施設の機能・役割を理解し、日中活動の場における看護の実際を学ぶ

小児在宅医療を支える地域医療の実際を学ぶ

１
日
目

２
日
目

３
日
目

⑤施設等でのケア
の実際

②医療・看護の知
識各論

②医療・看護の知
識各論

④地域で活動する
他職種について
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図表2-7 小児訪問看護研修プログラム（テーマ別）：呼吸すること（スキルアップ編） 

 

カテゴリー 時間 講義名 目的 到達目標 学習方法 具体的な講義内容

3時間 呼吸障害について
呼吸のメカニズムを理解し、呼吸障
害に対する治療とその看護について
理解する

・呼吸のメカニズムを理解する
・呼吸障害のメカニズムを理解する
・呼吸障害に対する治療について理解する

講義

・呼吸のメカニズムについて
・呼吸障害のメカニズムについて
・呼吸障害に対する治療について（看護における注意点なども含め
る）

3時間 心疾患（心奇形）について

生まれつき心臓の形と機能に異常
のある「先天性心疾患」について理
解し、治療に沿った援助方法を理解
する

・先天性心疾患について理解する
・先天性心疾患の治療方法について理解する
・先天性心疾患の日常生活の注意点について
理解する

講義
・先天性心疾患について
・先天性心疾患の治療方法について（手術の方法なども含む）
・先天性心疾患の日常生活の注意点について

②医療・看護の知
識各論

2時間 循環器について
循環器の機能、疾患について理解
し、治療に沿った援助方法を理解す
る

・循環機能を理解する
・循環器疾患について理解する
・循環器疾患の治療方法について理解する

講義

・循環機能について
・循環器疾患について
・循環器疾患の治療方法について
・心臓の冠動脈に病変を残す「川崎病」、学校検診でみつかる「不
整脈」や「心筋症」について

③ケア・援助論 4時間 呼吸障害の理解と肺理学療法

呼吸障害のある障害児者の観察ア
セスメントを学び、安楽な呼吸のた
めの効果的なポジショニング、リラク
ゼーションの技術を習得する。

・呼吸のメカニズムを理解し、呼吸障害の評価
ができる
・効果的なポジショニング、リラクゼーションにつ
いて理解し、実践することができる

講義・演習
・呼吸のメカニズムを理解し、呼吸障害の評価のポイントについて
・効果的なポジショニング、リラクゼーションについて

3時間 呼吸障害の看護について
呼吸障害に対する観察ポイント・看
護について理解する

・呼吸障害に対する観察ポイントが理解できる
・ネブライザーや在宅酸素吸入器などの使用方
法が理解できる
・安楽に呼吸するための援助方法が理解できる

講義・演習

・人工呼吸器のアラームへの対処方法などについて
・気管切開部への対応について
・ネブライザーや在宅酸素吸入時の注意点について
・吸引の際の注意点について

1時間 人工呼吸器の基礎
人工呼吸器についての基本的知識
と、安全な人工呼吸器管理に必要な
知識を学ぶ。

・人工呼吸器の原理が理解できる
・人工呼吸器管理中の注意点、看護について理
解できる

講義・演習
・人工呼吸器の原理について
・人工呼吸器管理中の注意点、看護について

1時間
在宅生活を支える制度や社会資源
について

在宅生活を支える制度やサービス
を理解し、ケアに活用する方法を学
ぶ。

・療育施設（医療型障害児入所施設・外来のみ
の療育センター）の役割・機能を理解できる
・訪問看護師の役割について理解できる
・障害者総合支援法とサービスについて理解で
きる
・小児の在宅療養を支援する制度について理解
できる
・地域社会の資源の活用について検討できる

講義

・療育施設（医療型障害児入所施設・外来のみの療育センター）の
役割・機能について
・訪問看護師の役割について（家族とのかかわりについて重点を
置く）
・利用者と家族を支えている関係機関の概要はあったほうが良い。
学校や教育にも関連する。
・小児の在宅療養を支援する制度について（職種や制度の内容）

1時間 児童相談所の機能と役割について
児童相談所の機能・役割を学び、小
児、障害児者の虐待がおこる背景
や関わりの実際を学ぶ。

・児童相談所の機能・役割がわかる
・小児虐待に対する児童相談所の関わりが理解
できる
・小児、障害児者の虐待がおこる背景および家
族のアセスメントについて理解できる

講義

・児童相談所の機能・役割について
・小児虐待に対する児童相談所の関わりについて
・小児、障害児者の虐待がおこる背景および家族のアセスメントに
ついて

1日 診療所におけるケアの実際を学ぶ 診療所において見学実習

1日 NICUにおける実際のケアを学ぶ NICUにおいて見学実習

1日
医療型入所施設・療養介護におけ
る実際のケアを学ぶ

入所施設において見学実習

2日 訪問看護の実際を学ぶ
訪問看護ステーションにお
いて見学実習

1日
特別支援学校における実際のケア
を学ぶ

特別支援学校において見学
実習

1日
通所施設における実際のケアを学
ぶ

通所施設において見学実習

⑤施設等でのケア
の実際

小児在宅医療を支える地域医療の実際を学ぶ

・同行訪問、同行見学を実施する
・訪問研修、見学時間などは、各施設で調整する
・各施設でオリエンテーションを受ける（各施設の役割、機能、従事
する職員数、地域の特性、契約利用者の状況などの講義を受け
る）

NICUの機能・役割を理解し、NICUにおける看護の実際を学ぶ

入所施設の機能・役割を理解し、施設における看護の実際を学ぶ

小児訪問看護の機能・役割を理解し、家庭におけるケアの実際を学ぶ

特別支援学校の機能・役割を理解し、学びの場における看護の実際を学ぶ

通所施設の機能・役割を理解し、日中活動の場における看護の実際を学ぶ

１
日
目

２
日
目

３
日
目

③ケア・援助論

④地域で活動する
他職種について

②医療・看護の知
識各論
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図表2-8 小児訪問看護研修プログラム（テーマ別）：食べること（スキルアップ編） 

 

  

カテゴリー 時間 講義名 目的 到達目標 学習方法 具体的な講義内容

①重症心身障害・小児
医療概論

2時間
重症心身障害児医療の歴
史・重症心身障害の概念・
診断

重症心身障害児医療の歴史、概念、定
義を学ぶ

・重症心身障害児医療の歴史的変遷がわかる
・重症心身障害児の概念が理解できる
・重症心身障害児の診断（大島分類など）が理
解できる

講義
・重症心身障害児の医療の歴史的変遷について
・重症心身障害児の概念
・重症心身障害児の診断（大島分類について）

2時間
消化器疾患と栄養障害に
ついて

栄養障害が発生する消化器官の病態
について理解し、それらに対する援助
方法がわかる

・消化のメカニズムを理解する
・消化器疾患の病態を理解する
・消化器疾患への治療方法について理解する
・栄養のメカニズムを理解する

講義

・消化のメカニズムについて
・消化器疾患の病態について
・消化器疾患への治療方法について
・栄養のメカニズムについて

2時間
摂食嚥下障害について学
ぶ

摂食嚥下障害の病態生理について
学ぶ

・摂食嚥下のメカニズム、解剖生理が理解でき
る
・摂食嚥下障害の原因、病態が理解できる
・摂食嚥下障害の治療・対応方法が理解できる

講義
・摂食嚥下のメカニズム、解剖生理について
・摂食嚥下障害の原因、病態について
・摂食嚥下障害の治療・対応方法について

2時間
重症心身障害児者の原因
となる疾患・状態像の理解
と対応

重症心身障害児者の原因となる疾患・
状態像を理解し、その対応、かかわり
について学びを深める。

・重症心身障害児者の原因となる疾患、状態像
と合併症について理解できる
・重症心身障害児の状態像に対応した治療方
法やかかわりについて理解できる

講義

・重症心身障害の原因となる疾患の合併症や治療につい
て（出生前・出生時から新生時期・新生児期から18歳まで
の時期に分けた原因）
・重症心身障害となる疾患をもつ子どもの成長発達の実際
と対応について（事例をまじえて）

1時間 排便障害について学ぶ
排便のメカニズムを理解し、排便障害
の治療に沿った援助方法を理解する

・排便のメカニズムが理解できる
・排便障害の病態が理解できる
・排便障害への治療方法が理解できる

講義
・排便のメカニズムについて
・排便障害の病態について
・排便障害への治療方法について

1時間 排尿障害について学ぶ
排尿のメカニズムを理解し、排尿障害
の治療に沿った援助方法を理解する

・排尿のメカニズムが理解できる
・排尿障害の病態が理解できる
・排尿障害への治療方法が理解できる
・排尿障害の援助方法について理解する

講義

・排尿のメカニズムについて
・排尿障害の病態について
・排尿障害への治療方法について
・排尿障害の援助方法について

④地域で活動する他職
種について

2時間 相談支援と連携
相談支援の役割・機能について理解
し、適切に制度を活用できるように学ぶ

・相談支援の役割・機能について理解する
・相談支援員の役割・機能について理解する
・相談支援員と連携するための方策を理解する

講義

・障害福祉サービス等を申請した障害者（児）について、
サービス等利用計画の作成、及び支給決定後のサービス
等利用計画の見直し（モニタリング）、計画相談支援給付費
又は障害児相談支援給付費の支給について
・子どもや家族がどのように病気や障害などを乗り越える力
を持っているのか、事例を交えて説明

3時間
摂食嚥下障害のある患者
への援助方法

摂食嚥下障害がある利用者への援助
方法を学ぶ

・摂食嚥下障害がある利用者の摂食介助時の
注意点が理解できる
・摂食嚥下障害がある利用者の摂食介助を演
習できる

講義・演習
・摂食嚥下障害がある利用者の摂食介助時の注意点につ
いて

3時間 口腔衛生について
良好な口腔衛生を維持するための援助
方法を理解する

・口腔の解剖生理と機能について理解できる
・清潔を保つ口腔ケアの方法がわかる

講義・演習
・口腔の解剖生理と機能について
・清潔を保つ口腔ケアの方法と注意点について

1日
診療所におけるケアの実
際を学ぶ

診療所において見学実習

1日
NICUにおける実際のケア
を学ぶ

NICUにおいて見学実習

1日
医療型入所施設・療養介
護における実際のケアを
学ぶ

入所施設において見学実
習

2日 訪問看護の実際を学ぶ
訪問看護ステーションにお
いて見学実習

1日
特別支援学校における実
際のケアを学ぶ

特別支援学校において見
学実習

1日
通所施設における実際の
ケアを学ぶ

通所施設において見学実
習

・同行訪問、同行見学を実施する
・訪問研修、見学時間などは、各施設で調整する
・各施設でオリエンテーションを受ける（各施設の役割、機
能、従事する職員数、地域の特性、契約利用者の状況など
の講義を受ける）

NICUの機能・役割を理解し、NICUにおける看護の実際を学ぶ

入所施設の機能・役割を理解し、施設における看護の実際を学ぶ

小児訪問看護の機能・役割を理解し、家庭におけるケアの実際を学ぶ

特別支援学校の機能・役割を理解し、学びの場における看護の実際を学ぶ

通所施設の機能・役割を理解し、日中活動の場における看護の実際を学ぶ

小児在宅医療を支える地域医療の実際を学ぶ

１
日
目

２
日
目

３
日
目

⑤施設等でのケアの実
際

②医療・看護の知識各
論

②医療・看護の知識各
論

③ケア・援助論
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２）小児訪問看護研修会の実施 

 「小児訪問看護研修プログラム」を作成、実際に全てのプログラムを協会で開催し、プロ

グラムの実効性と有効性を確認した。 

 

（１）はじめよう小児訪問看護（基礎編） 

 小児訪問看護研修会「はじめよう小児訪問看護（基礎編）～小児訪問看護の魅力を知ろう

～」は以下の要領で開催した。 

◼ 日 時： 令和元年 12 月 19 日～21 日 

◼ 対 象： 訪問看護に従事する看護師等 

◼ 会 場： アクセス渋谷フォーラム（東京都渋谷区渋谷 2-15-1 渋谷クロスタワー24F）  

◼ 参 加 者： 50 人 

◼ 受 講 料： 会員 40,000 円 非会員 80,000 円 

◼ プログラム： 下表参照 

 

図表2-9 はじめよう小児訪問看護（基礎編）プログラム 

 時間 形態 内容 講師 

1 

日 

目 

10:00～12:00 講義 小児訪問看護の実際 訪問看護ステーションさんさん 田中 歩氏 

13:00～15:00 

講義 

ﾛｰﾙﾌﾟﾚ

ｲ 

家族に寄り添う看護ﾊﾟｰﾄ１ 
訪問看護ステーションさんさん 

森下 由佳氏 

15:15～17:15 講義 
診療所が実施する小児在

宅医療の実際 

浜松市発達医療総合福祉センター 

友愛のさと診療所 副センター長 

遠藤 雄策氏 

17:30～18:30 講義 小児看護の現状と課題 
東邦大学看護学部在宅看護学研究室  

小児看護専門看護師 助教 倉田 慶子氏 

2 

日 

目 

9:00～11:00 講義 
重症心身障害児者の原因

となる疾患の理解 心身障害児総合医療療育センター  

研修・研究部長 中谷 勝利氏 11:15～14:15 

(昼食休憩 60 分) 
講義 

脳性まひ・筋疾患・染色

体異常などの主な疾患 

14:30～16:30 講義 

骨折予防に重点をおいた

移乗介助・更衣・ポジシ

ョニング 

訪問看護ステーションさんさん  

理学療法士 佐藤 麻沙美氏 
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 時間 形態 内容 講師 

３

日

目 

9:00～16:15 

(昼食休憩 60 分) 

講義 

演習 

子どもの成長発達とフィ

ジカルアセスメント 

川崎大師訪問看護ステーション・療養通所介護ま

こと 管理者 島田 珠美氏 

 

ファシリテーター 

聖隷浜松病院小児看護専門看護師 高 真喜氏 

聖隷浜松病院 NICU 係長 松下 明世氏 

聖隷浜松病院 GCU 係長 阿部 久美子氏 

かわさき障害者福祉施設たじま 訪問看護認定看

護師 三橋 由佳氏 

訪問看護ステーションベビーノ 平原 真紀氏 

むらさき愛育園西２階病棟看護係長  

加藤 久美子氏 

整肢療護園Ⅱ病棟看護主任 藤井 恵未氏 

心身障害児総合医療療育センター 仁宮 真紀氏 

東京都立小児総合医療センター小児 CINS 

北村 由起子氏 

聖マリアンナ医科大学病院小児 CNS  

高橋 花子氏 
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（２）いのちを支える 

 小児訪問看護研修会「いのちを支える」は日本財団の助成を受けて以下の要領で開催した。 

◼ 募 集 期 間： 令和 3 年 6 月 1 日～8 月 29 日（配信期間：8 月 1 日～10 月 30 日) 

◼ 対 象： 訪問看護に従事する看護師等 

◼ 参 加 者： 15人 

◼ 受 講 料： 会員 43,000 円 → 18,000 円 非会員 83,000 円 → 36,000 円 

◼ 受講可能期間： 3 ヵ月間（オンデマンド配信のみ） 

◼ ライブ配信： 9 月 10 日（金）10 時 00 分～17 時 10 分 

       10 月 22 日（金）9 時 30 分～16 時 30 分 

◼ プログラム： 次頁参照 
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図表2-10 小児訪問看護研修会「いのちを支える」プログラム 

 

講義名 講師
講義
時間

講義内容 到達目標（SBO） 一般目標（GIO）

小児がんについて
医療法人財団はるたか会
理事長　前田　浩利　氏

３時間
・子どもに特徴的ながんについて
・がんの治療方法について
・がんに罹患している子どもの日常生活の注意点について

・子どもに特徴的ながんについて理解する
・がんの治療方法について理解する
・がんに罹患している子どもの日常生活の注意点につい
て理解する

10時00分～12時00分
よりよく生き抜くための重
症心身障害児者の看護

都立府中療育センター緩和ケア認
定看護師　荒谷　智子　氏

２時間

・疾病により身体機能の危機的状態にある（幼少期の身体機能
の未熟さによる症状や進行性疾患による症状や病態）、および
成長発達・加齢に伴い身体機能の変化によって表出する症状
の悪化（側弯などによる呼吸障害、嚥下機能の低下による誤嚥
性肺炎の繰り返し）などの重症心身障害児者の病態について
・重症心身障害児者の治療の選択、家族の思いについて
・終末期に向かうあるいは終末期にある重症心身障害児者と
その家族の看護（痛みのケア・呼吸を安楽にするケア・家族と共
に過ごすためのケア・家族への予後の説明など事例を交えた
解説）

・疾病により身体機能の危機的状態にある、および成長発
達・加齢に伴い終末期に向う重症心身障害児者の病態が
理解できる
・重症心身障害児者の治療の選択、家族の思いを理解す
ることができる
・終末期に向かうあるいは終末期にある重症心身障害児
者とその家族の支援について考えることができる

13時00分～14時30分
他職種の理解とチーム医療
について

浜松市発達医療総合福祉センター
相談支援事業所シグナル
尾関　ゆかり　氏

１時間30
分

・他職種の役割と機能について
・他職種との連携について
・チームで支援する際の看護師の役割について検討する（他の
医療者から、訪問看護師がどのような役割や機能を持ってい
ると考えられているのか）

・疾病や障害をもつ小児を支える家族の現状を理解し、支
援のありかたを学ぶ。

14時40分～17時10分
子どもの権利と倫理的かか
わり

心身障害児総合医療療育センター
仁宮　真紀　氏

2時間30
分

・日本国憲法における子どもの権利について
・子どもの権利条約について
・倫理の概念
・看護協会における倫理指針について
・日常のケア場面における倫理的配慮・ケアを事例を示す

・子どもの権利を理解する
・倫理的な関わりについて考えることができる

9時30分～12時30分 家族の思いに寄り添う看護
訪問看護ステーションさんさん
森下　由佳　氏

3時間

・疾病や障害をもつ子どもの家族及び介護者の想いがわかる
（主たる介護者となる家族の思いの背景が理解できるように、
事例を交えて説明）
・重症心身障害児者の家族の理解を深め、支援について検討
できるようにするために、ロールプレイを実施し、その後、ディ
スカッションをする
・悲嘆の過程について
・家族の障害受容に対する支援方法について、事例を交えて説
明

・疾病や障害をもつ子どもの家族及び介護者の想いがわ
かる
・重症心身障害児者の家族の理解を深め、支援について
検討できる
・悲嘆の過程について理解する
・家族の障害受容に対する支援方法について理解する

13時30分～16時30分 急変時の対応
心身障害児総合医療療育センター
川崎　まこと　氏

3時間
・小児のＢＬＳ技術が実践できるように演習を実施する
・小児の緊急時の対応について具体的にイメージできるように
事例を交え、ポイントを説明

・小児のＢＬＳ技術が実践できる
・小児の緊急時の対応について具体的にイメージできる

10月22日
（金）

9月10日
（金）

ライブ配信

終末期や急変時など「命を
支える」小児訪問看護を実
践するための知識・技術・
態度を習得する。

オンデマンド配信

研修方法



 

34 

（３）活動すること 

 小児訪問看護研修会「活動すること」は日本財団の助成を受けて以下の要領で開催した。 

◼ 募 集 期 間： 令和 3 年 7 月 1 日～8 月 29 日（配信期間：9 月 1 日～10 月 31 日) 

◼ 対 象： 訪問看護に従事する看護師等 

◼ 参 加 者： 19人 

◼ 受 講 料： 会員 43,000 円 → 18,000 円 非会員 83,000 円 → 36,000 円 

◼ 受講可能期間： 2 ヵ月間（オンデマンド配信のみ） 

◼ ライブ配信： 10 月 23 日（土）13 時 30 分～16 時 30 分 

◼ 対 面 研 修：  12 月 11 日（土）13 時 30 分～16 時 30 分  

於 AP 日本橋（東京都中央区日本橋 3-6-2 日本橋フロント 6F） 

◼ プログラム： 次頁参照 
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図表2-11  小児訪問看護研修会「活動すること」プログラム 

 

講義名 講師 講義時間 講義内容 到達目標（SBO） 一般目標（GIO）

耳鼻科疾患について学ぶ
浜松医科大学　耳鼻咽喉科頭頸部外
科
喜夛淳哉 　氏

53分
・耳鼻科疾患について
・耳鼻科疾患の治療方法について

・耳鼻科疾患について理解する
・耳鼻科疾患の治療方法について理解する

眼の機能・眼科疾患について学
ぶ

杏林大学医学部附属病院
眼科　講師　鈴木由美 氏

47分
・眼の機能について
・眼科疾患について
・眼科疾患の治療方法について

・眼の機能を理解する
・眼科疾患について理解する
・眼科疾患の治療方法について理解する

睡眠障害について
心身障害児総合医療療育センター
研修・研究部長　中谷　勝利 氏

1時間11分

・睡眠のメカニズムについて
・睡眠障害のメカニズムについて
・睡眠障害の治療について
・睡眠障害への援助方法について

・睡眠のメカニズムについて理解する
・睡眠障害のメカニズムについて理解する
・睡眠障害の治療について理解する
・睡眠障害への援助方法について理解する

てんかん発作について
心身障害児総合医療療育センター
研修・研究部長　中谷　勝利 氏

2時間42分
・てんかんの原因、診断、治療について
・てんかん発作の観察ポイントについて
・てんかん発作を予防するための日常生活管理について

・てんかんの原因、診断、治療について理解する
・てんかん発作の観察ポイントについて理解する
・てんかん発作を予防するための日常生活管理について理解す
る

発達障害の理解と対応
心身障害児総合医療療育センター
小児科　米山　明　 氏

2時間48分
・発達障害とは、原因とメカニズムについて
・発達障害がある子どもとその家族への対応について

・発達障害の原因、分類が理解できる
・発達障害を持つ子どもとその家族への適切な対応や、援助の
方法がわかる

児童相談所の機能と役割につい
て

千葉県柏児童相談所
所長　　渡邉　直　氏

1時間2分

・児童相談所の機能・役割について
・小児虐待に対する児童相談所の関わりについて
・小児、障害児者の虐待がおこる背景および家族のアセスメ
ントについて

・児童相談所の機能・役割がわかる
・小児虐待に対する児童相談所の関わりが理解できる
・小児、障害児者の虐待がおこる背景および家族のアセスメント
について理解できる

特別支援学校における看護の役
割について

はみんぐ訪問看護ステーション
塙　真美子　氏

48分
・特別支援学校の機能・役割について
・学びの場で実践される医療的ケアの実際、看護職の役割に
ついて

・特別支援学校の機能・役割について理解できる
・学びの場で実践される医療的ケアの実際、看護職の役割につ
いて理解できる

福祉用具・装具について
東京小児療育病院
リハビリテーション科長
丸森睦美　氏

2時間22分
・福祉用具の特徴について（おとなが使用する用具とは違い
がわかる座位保持やバギーなど）
・用具を装着する際の注意点について

・福祉用具の特徴について理解する
・用具を装着する際の注意点について理解できる

ライブ配信
10/23（土）
13時30分～16時30分

最近の小児医療・重症心身障害
児の医療・看護の動向

順天堂大学大学院医療看護学研究科
倉田　慶子　氏

3時間

・小児医療の現状・課題とは
・医療的ケアとは(概念・状態像など）
・小児医療における重症心身障害児の医療の現状と課題
・重症心身障害児の高齢化と移行期ケアについて
・小児医療で活用できる医療費制度について（政策や取り組
みなどを含む

・子どもをとりまく医療と看護の動向、環境について理解できる
・重症心身障害児の医療について理解できる
・小児訪問看護における看護の課題を検討できる

対面研修
12月11日（土）
13時30分～16時30分

小児リハビリテーション
東京小児療育病院
リハビリテーション科長
丸森睦美　氏

3時間
・筋緊張のケア（リラクゼーション、ポジショニング等）につい
て
・ＲＯＭエクササイズの内容について

・筋緊張のケア（リラクゼーション、ポジショニング等）を理解でき
る
・ＲＯＭエクササイズの内容が理解できる

研修方法

オンデマンド配信

小児訪問看護の実践に役立つ
「呼吸すること・食べること・活
動すること」に関連する知識・
技術・態度を習得する。
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（４）呼吸すること 

 小児訪問看護研修会「呼吸すること」は以下の要領で開催した。 

◼ 募 集 期 間： 令和 4 年 7 月 1 日～9 月 15 日（配信期間：9 月 22 日～11 月 30 日） 

◼ 対 象： 訪問看護に従事する看護師等 

◼ 参 加 者： 38人 

◼ 受 講 料： 会員 26,000 円 非会員 39,000 円 

◼ ライブ配信： 10 月 21 日（金）13 時 30 分～16 時 30 分 

◼ 対 面 研 修：  10 月 29 日（土）13 時 00 分～17 時 00 分  

於 グランパークカンファレンス 

（東京都港区芝浦 3 丁目 4－1 田町グランパークプラザ棟 3 階）  

◼ プログラム： 次頁参照 
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図表2-12  小児訪問看護研修会「呼吸すること」プログラム 

 

  

講義名 到達目標（SBO） 講義内容 講師 講義時間

呼吸障害について
呼吸のメカニズムを理解する。呼吸障害のメ
カニズムを理解する。呼吸障害に対する治療
について理解する

呼吸のメカニズムについて／呼吸障害のメカニズ
ムについて／呼吸障害に対する治療について（看
護における注意点なども含める）

川崎市北部地域療育センター
医師　　山口　直人　氏

3時間

心疾患（心奇形）について

先天性心疾患について理解する。先天性心
疾患の治療方法について理解する。先天性
心疾患の日常生活の注意点について理解す
る。

先天性心疾患について／先天性心疾患の治療方
法について（手術の方法なども含む）／先天性心
疾患の日常生活の注意点について

神奈川県立こども医療センター
循環器内科医長　　柳　貞光　氏

3時間

循環器について
循環機能を理解する。循環器疾患について
理解する。循環器疾患の治療方法について
理解する。

循環機能について／循環器疾患について／循環
器疾患の治療方法について／心臓の冠動脈に病
変を残す「川崎病」、学校検診でみつかる「不整脈」
や「心筋症」について

神奈川県立こども医療センター
循環器内科医長　　柳　貞光　氏

2時間

呼吸障害の理解と肺理学療法

呼吸のメカニズムを理解し、呼吸障害の評価
のポイントができる。効果的なポジショニン
グ、リラクゼーションについて理解し、実践す
ることができる。

呼吸のメカニズムを理解し、呼吸障害の評価のポ
イントについて／効果的なポジショニング、リラク
ゼーションについて

東京小児養育病院リハビリテーション
科長　　丸森　睦美　氏

4時間
集合形式
（演習）

10月29日(土)
13時00分～17時00分

呼吸障害の看護について

呼吸障害に対する観察ポイントが理解でき
る。ネブライザーや在宅酸素吸入器などの使
用方法が理解できる。安楽に呼吸するため
の援助方法が理解できる。

人工呼吸器のアラームへの対処方法などについて
／気管切開部への対応について／ネブライザーや
在宅酸素吸入時の注意点について／吸引の際の
注意点について

中野区子ども発達センターたんぽぽ小
児看護専門看護師  仁宮　真紀　氏

訪問看護ステーションさんさん
森下　由佳　氏

3時間
ライブ形式
（講義・グループワーク）

10月21日（金）
1３時３０分～1６時３０分

人工呼吸器の基礎
人工呼吸器の原理が理解できる。人工呼吸
器管理中の注意点、看護について理解でき
る。

人工呼吸器の原理について／人工呼吸器管理中
の注意点、看護について

KIDS CE Advisory 代表
臨床工学アドバイザー臨床工学技士
松井　晃　氏

2時間

在宅生活を支える制度や社会資源について

療育施設（医療型障害児入所施設・外来のみ
の療育センター）の役割・機能を理解できる。
訪問看護師の役割について理解できる。障
害者総合支援法とサービスについて理解で
きる。小児の在宅療養を支援する制度につ
いて理解できる。地域社会の資源の活用に
ついて検討できる。

療育施設（医療型障害児入所施設・外来のみの療
育センター）の役割・機能について／訪問看護師の
役割について（家族とのかかわりについて重点を
置く）／利用者と家族を支えている関係機関の概
要はあったほうが良い。学校や教育にも関連する。
／小児の在宅療養を支援する制度について（職種
や制度の内容）

千葉県千葉リハビリテーションセンター
千葉県医療的ケア児等支援センターぽ
らりす
医療的ケア児等コーディネーター
景山　朋子　氏

2時間

オンデマンド形式

形式

一般目標（GIO）　小児訪問看護の実践に役立つ「呼吸すること」に関連する知識・技術・態度を習得する。

オンデマンド形式
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（５）食べること 

 小児訪問看護研修会「食べること」は以下の要領で開催した。 

◼ 募 集 期 間： 令和 4 年 7 月 1 日～10 月 15 日（配信期間：10 月 20 日～12 月 31 日） 

◼ 対 象： 訪問看護に従事する看護師等 

◼ 参 加 者： 25人 

◼ 受 講 料： 会員 26,000 円 非会員 39,000 円 

◼ ライブ配信： 11 月 5 日（土）10 時 00 分～17 時 00 分 

◼ プログラム： 次頁参照 
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図表2-13  小児訪問看護研修会「食べること」プログラム 

 

  

講義名 到達目標（SBO） 講義内容 講師 講義時間

重症心身障害児医療の歴史・重症心身障
害の概念・診断

重症心身障害児医療の歴史的変遷がわかる。
重症心身障害児の概念が理解できる。重症心
身障害児の診断（大島分類など）が理解でき
る。

重症心身障害児の医療の歴史的変遷について
／重症心身障害児の概念／重症心身障害児の
診断（大島分類について）

全国療育相談センター副センター長／
（前） 心身障害児総合医療療育セン
ター
米山　明　氏

2時間

消化器疾患と栄養障害について
消化のメカニズムを理解する。消化器疾患の病
態を理解する。消化器疾患への治療方法につ
いて理解する。栄養のメカニズムを理解する。

消化のメカニズムについて／消化器疾患の病
態について／消化器疾患への治療方法につい
て／栄養のメカニズムについて

茨城福祉医療センター
外科・小児外科部長　平井　みさ子　氏

2時間

摂食嚥下障害について学ぶ
摂食嚥下のメカニズム、解剖生理が理解でき
る。摂食嚥下障害の原因、病態が理解できる。
摂食嚥下障害の治療・対応方法が理解できる。

摂食嚥下のメカニズム、解剖生理について／摂
食嚥下障害の原因、病態について／摂食嚥下
障害の治療・対応方法について

日本歯科大学口腔リハビリテーション
多摩クリニック
教授　　田村　文誉　氏

2時間

排便障害について学ぶ
排便のメカニズムが理解できる。排便障害の病
態が理解できる。排便障害への治療方法が理
解できる。

排便のメカニズムについて／排便障害の病態
について／排便障害への治療方法について

静岡県立大学看護学部看護学科
助教　　池田　麻左子　氏

1時間

排尿障害について学ぶ

排尿のメカニズムが理解できる。排尿障害の病
態が理解できる。排尿障害への治療方法が理
解できる。排尿障害の援助方法について理解
する。

排尿のメカニズムについて／排尿障害の病態
について／排尿障害への治療方法について／
排尿障害の援助方法について

中野区子ども発達センターたんぽぽ
小児看護専門看護師
仁宮　真紀　氏

1時間

相談支援と連携
相談支援の役割・機能について理解する。相談
支援員の役割・機能について理解する。相談支
援員と連携するための方策を理解する。

障害福祉サービス等を申請した障害者（児）に
ついて、サービス等利用計画の作成、及び支給
決定後のサービス等利用計画の見直し（モニタ
リング）、計画相談支援給付費又は障害児相談
支援給付費の支給について／子どもや家族が
どのように病気や障害などを乗り越える力を
持っているのか、事例を交えて説明

浜松市発達医療総合福祉センター
相談支援事業所シグナル
尾関　ゆかり　氏

2時間

摂食嚥下障害のある患者への援助方法
摂食嚥下障害がある利用者の摂食介助時の注
意点が理解できる。摂食嚥下障害がある利用
者の摂食介助を演習できる。

摂食嚥下障害がある利用者の摂食介助時の注
意点について

株式会社東京リハビリテーション
摂食嚥下障害看護認定看護師
金　志純　氏

3時間 10時00分～13時00分

口腔衛生について
口腔の解剖生理と機能について理解できる。
清潔を保つ口腔ケアの方法がわかる

口腔の解剖生理と機能について／清潔を保つ
口腔ケアの方法と注意点について

株式会社東京リハビリテーション
摂食嚥下障害看護認定看護師
金　志純　氏

3時間 14時00分～17時00分

オンデマンド形式

ライブ形式
（演習）

形式
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（６）小児訪問看護研修会の様子 

 

図表2-14  令和元年度 はじめよう小児の訪問看護 Pａｒｔ1（基礎編） 

～小児訪問看護の魅力を知ろう～ 

  

家族に寄り添う看護ﾊﾟｰﾄ１ 
 
講義     

講師は、疾病や障害をもつ子どもの家族及び介護者の想い
がわかるように事例を交えて講義した。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
講義 

新型コロナウイルス感染症が流行前だったため、集合研修で
おこなった。３日間の研修の中で、受講生は講師から顔を合
わせて講義と演習を学んだ。 
 
 
 
 
 
 

 
演習 

受講者は、重症心身障害児者の家族の理解を深め支援について
検討するため、６人ごとに分かれてロールプレイを実施した。 
 
 
 
 
 
 
 

 
演習 

ロールプレイの後は、ファシリテーターも交えてディスカッ
ションをおこなった。 
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「子どもの成長発達とフィジカルアセスメント」 
 
講義  

講師は、子どもの身体の生理的な特徴、子どもの成長発達など
について講義した。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
演習 

受講者は、５～６人のグループに分かれ、シミュレーターを使
ってフィジカルアセスメント技術を学んだ。各グループには、
ファシリテーターが入った。 
 
 
 
 
 
 
 

 
演習 

シミュレーターを使って、気管切開のガーゼ交換をおこなった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
演習 

シミュレーターを使って、経鼻経管栄養チューブの固定をおこ
なった。 
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図表2-15  令和 3 年度 小児訪問看護研修会 Part2～いのちを支える～ 

 

「子どもの権利と倫理的かかわり」 
 
ライブ配信による講義  
 

講師は、倫理的な関わりについて考えることができるよう、日常
の場面における倫理的配慮やケアの事例をあげて講義した。 
 
 
 
 
 
 
 

 
会場の様子 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、予定し
ていた集合研修からインターネットによるライブ配信とオン
デマンド配信の研修へ変更した。ライブ配信では、講師とファ
シリテーターは会場に集合し、講義をおこなう講師以外はマス
クを装着し、換気や距離をとって感染対策をおこなった。 
 
 
 
 

 
「家族の思いに寄り添う看護」 

 
ライブ配信による講義   

講師は、疾病や障害をもつ小児を支える家族の現状、支援のあ
りかたについてなどを講義した。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
ライブ配信によるグループワーク 

 
受講者はオンラインでグループワークに参加した。グループワ
ークでは、事例について家族はどのような状態にあるのかをグ
ループで考察し、どのような支援が望ましいのかを検討した。 
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「急変時の対応」 
 
ライブ配信による演習  

 
講師は小児の緊急時の対応について受講者が具体的にイメー
ジできるよう、事例を交えポイントを説明しながら演習をした。
受講者が見やすいように、カメラは手元と全体がわかるよう２
台で撮影した。講師のタイミングに合わせて、手元を撮影した
り、全体的に撮影したりと切り替えながらデモンストレーショ
ンをおこなった。 
 
 

 
演習 

ライブ配信の講師の手元を映している画面。受講者からはど
のように見えているのかも確認した。 
 
 
 
 
 
 

   
 

 
グループワーク 

演習に備えて、受講者へ１人につき１体のＢＬＳシミュレ
ーターを配送した。受講者はライブ配信を見ながら実際に
ＢＬＳシミュレーターを使って演習を行った。 
受講者は４～５人のグループにわかれ小児のＢＬＳ技術の
実践をおこなった。ファシリテーターは各グループに入り、
同じ教材で手技を確認した。 
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図表2-16  令和 3 年度 小児訪問看護研修会 Part3～活動すること～  

 
「最近の小児医療・重症心身障害児の医療・看護の動向」 

 
ライブ配信による講義  

 
講師は、小児医療・重症心身障害児医療・看護の動向と訪問
看護の必要性、子どもと家族をとりまく現状の課題について
などの講義をした。 
 
 
 
 
 
 
 

 
演習 

 
講師とファシリテーターは会場に集合し、ライブ配信をおこ
なった。 
講義を受けた受講者はグループに分かれ、オンラインで意見
交換をした。各グループにはファシリテーターが入った。 
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「小児リハビリテーション」 

 
講義  

 
講師は、子どもの身体の特徴をふまえたリハビリテーショ
ンや、看護師が実施できる内容などについての講義をした。 
 
 
 
 
 
 
 

 
会場の様子 

 
新型コロナウイルス感染症流行下ではあったが、小児リハ
ビリテーションの講義は対面で演習をおこなった。感染予
防のため、会場は十分な広さを確保し、マスクとアルコー
ル消毒と手洗いをおこなった。 
 
 
 
 
 

 
 
演習 

 
受講者は２人１組でお互い体にシールを貼り合い、姿勢を
見るポイントなどについて学んだ。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
演習 

受講者は、講師とファシリテーターから筋緊張のケア（リ
ラクゼーション、ポジショニング等）、ＲＯＭエクササイズ
についてを実践しながら学んた。 
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図表2-17  令和４年度 小児訪問看護研修会 part４ ～呼吸すること～ 

 
「呼吸障害の看護」 

 
ライブ配信による演習  

 
呼吸障害の看護について、病院の視点を病院看護師から、在宅
の視点を訪問看護師から、2 名の講師が講義をした。 
講師は、呼吸しやすいポジショニングについてのデモンストレ
ーションなどをおこなった。ライブ配信だったため、受講者に
わかりやすいよう、ポイントになる部分はカメラを近づけて撮
影した。 
 
 

 
ライブ配信による演習 

 
講師は、気管切開部への対応について、シミュレーターを使ってデ
モンストレーションをおこなった。受講者にわかりやすいよう、気
管切開部の手元が見えるようカメラを近づけて撮影をおこなった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ライブ配信によるグループワーク 
受講者は、オンラインによるグループワークで、講義を
受けて質問や不安に思う事などを話し合った。グループ
ごとにファシリテーターが入った。 
 
 
 
 
 
 
 

 
会場の様子  

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点からラ
イブ形式とオンデマンド形式を組み合わせて研修を行っ
た。ライブ配信では、講師とファシリテーターは会場に
集合し、講師以外はマスクを装着し、換気や距離をとっ
て感染対策をしながらおこなった。 
 
 
 
 

  



 

47 

 
「呼吸障害の理解と肺理学療法」 

 
講義 

講師は、呼吸のメカニズムと、呼吸障害の評価のポイ
ント、効果的なポジショニング、リラクゼーションな
どについて講義をした。新型コロナウイルス感染症流
行下ではあったが、３密にならないよう気を付けて集
合研修をおこなった。 
 
 
 
 
 
 

 
演習   

受講者は、ヨガマット（事業協会が準備）とバスタオ
ル（受講者が持参）を使用して、交代しながら効果的
なポジショニング、リラクゼーションについて演習
をおこなった。交代のタイミングを計るため、タイム
キーパーを設けた。 
 
 
 
 
 
 

 
演習  

 
性別によるグループ分けをおこなった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
演習 

 
シミュレーターを使って演習をおこない、講師とファ
シリテーターが各グループを回り、指導した。 
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図表2-18  令和４年度 小児訪問看護研修会 part５ ～食べること～ 

 
「摂食嚥下障害のある患者への援助方法」 

 
講義・演習  

 
講師は、摂食嚥下障害がある利用者の摂食介助時の注意点
などについて講義した。受講者にゼリー、立て鏡、好きな
飲み物などを準備してもらい、ライブ配信中に実際に体験
しながら援助方法を学んだ。演習で使用したとろみ材は、
一人につき１本を事前に配送した。 
 
 
 
 

 
「口腔衛生について」 

 
講義・演習  

講師は、口腔の解剖生理と機能などについて講義した。演
習では模型を使い、講師の手元をカメラで写し受講者に見
てもらった。受講者はディスポグローブ、歯ブラシ、コッ
プなどを準備してもらい、紙製の教材を用いて演習をおこ
なった。 
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３）小児訪問看護研修会アンケート調査の実施 

小児訪問看護研修プログラムの評価・見直しを行うため、小児訪問看護研修受講者を対象

としたアンケート調査を実施した。調査は web による匿名自記式調査とした。回収結果は以

下のとおり。 

 

図表2-19  小児訪問看護研修会アンケートの対象者・回収数 

小児訪問看護研修プログラム 対象者数 回収数（回収率） 

はじめよう小児訪問看護 50 人 49 人（98%） 

いのちを支える 15 人 15 人（100%） 

活動すること 19 人 19 人（100%） 

呼吸すること 38 人 33 人（87%） 

食べること 25 人 20 人（80%） 

 

〇アンケート用紙は、p.263～の参考資料に掲載。 

〇アンケート結果は、p.79～209 に掲載。 
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３．小児訪問看護情報交換会 
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３．小児訪問看護情報交換会 

１）小児訪問看護情報交換会 

（１）小児訪問看護情報交換会の実施 

 小児訪問看護を行う訪問看護師を増やすこと、小児訪問看護を提供する訪問看護ステーシ

ョンを増やすことを目的に、小児訪問看護の経験のない看護師等や小児訪問看護を始めて困

っている看護師等を対象として、小児訪問看護情報交換会を開催した。小児訪問看護情報交

換会のチラシは p.54～57 のとおり。 
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図表3-1 小児訪問看護情報交換会 開催チラシ 

 

第１回（平成 30 年度） 
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第２回（令和元年度） 
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第３回（令和３年度） 
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第４回（令和４年度） 
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２）小児訪問看護情報交換会の様子 

 

 

図表3-2 小児訪問看護情報交換会の様子 

 

第１回（平成３０年度） 
実践報告 

テーマを「取り組んでみよう！！小児の訪問看護」とし、
小児訪問看護の実践報告等を４名の講師が講演した。また、
利用者家族も講師として講義をおこなった。会場には小児
訪問看護をおこなっている訪問看護ステーションや、まだ
小児の受け入れをおこなっていない訪問看護ステーショ
ンの看護師などが約 100 名参加した。 
 
 
 
 
 

 
グループワーク 

グループワークでは情報交換と質問タイムを設け、参加
者は意見交換をおこなった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

第２回（令和元年度） 
 
講演 

テーマを、「小児看護の楽しさを知ろう」とし、４名の講
師が、小児訪問看護の実際などについて講演した。ま
た、利用者家族も講師として講演をおこなった。 
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グループワーク 

参加者は、グループワークにて「小児訪問看護に取り組むた
めにやろうと思ったこと～本日の話からの気づき・これから
できそうなこと～」について意見交換し、グループごとに発
表した。 
 
 
 
 
 
 

 

 

第３回（令和３年度） 
 
講演 

 
新型コロナウイルス感染症のため、開催方法を集合形式か
らライブ配信形式に変更し、「小児訪問看護の現状を知ろ
う」をテーマに小児訪問看護情報交換会をおこなった。講
師として講演をおこなってもらう利用者家族には、感染防
止のため予め講演を収録し、当日に動画を流した。 
 
 
 
グループワーク 
参加者は、オンラインでグループワーク「本日の話からの
気づき・これからできそうなこと」を話し合った。各グル
ープにはファシリテーターが入った。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

第４回（令和４年度） 
 
講演 

 
テーマは「医療的ケア児支援法で訪問看護に期待するこ
と」とし、講師はライブ配信で講演した。利用者家族の講
演は、感染防止のため予め収録し、当日に動画を流した。 
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質疑応答 

パネルディスカッションの後の質疑応答では、参加者から
の質問にパネリストがそれぞれの立場から回答し、情報交
換をおこなった。 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

３）小児訪問看護情報交換会アンケート 

小児訪問看護研修プログラムの検討の参考とするため、小児訪問看護情報交換会参加者を

対象としたアンケート調査を実施した。調査は web による匿名自記式調査とした。回収結果

は以下のとおり。 

 

図表3-3  小児訪問看護情報交換会アンケートの対象者数・回収数 

小児訪問看護情報交換会 対象者数 回収数（回収率） 

第１回事前アンケート 106 人 106 人（100%） 

第１回事後アンケート 101 人 98 人（97%） 

第２回事前アンケート 84 人 84 人（100%） 

第２回事後アンケート 81 人 80 人（99%） 

第３回アンケート 126 人 61 人（48%） 

第４回アンケート 165 人 134 人（81%） 

 

〇アンケート用紙は、p.263～の参考資料に掲載。 

〇アンケート結果は、p.210～258 に掲載。 

 

  



 

61 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．小児訪問看護研修プログラムの 

普及 
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63 

４．小児訪問看護研修プログラムの普及 

１）地域における小児訪問看護研修会開催支援 

※ここでは、それぞれの地域で小児訪問看護研修会を開催するための視点で述べる。 

（１）小児訪問看護研修会プログラムの紹介 

当協会の開発した「小児訪問看護研修プログラム」（p.21～24 参照）は、小児訪問看護を行

うにあたって必要となる講義を網羅した内容となっており、以下の５つの分類に分かれてい

る。 

① 重症心身障害・小児医療概論   12時間（p.21） 

② 医療・看護の知識各論       36時間（p.22） 

③ ケア・援助論                    29時間（p.23） 

④ 地域で活動する他職種について    9時間（p.24） 

⑤ 施設等でのケアの実際            7日間（p.24） 

上記①～⑤を、受講しやすいようにテーマ毎に講義内容を集め、下記の様に５つの編に分

割した。（p. 25～29 参照） 

 はじめよう小児訪問看護（入門編）（p.25） 

 いのちを支える（スキルアップ編）（p.26） 

 活動すること（スキルアップ編）（p.27） 

 呼吸すること（スキルアップ編）（p.28） 

 食べること（スキルアップ編）（p.29） 

図表4-1 小児訪問看護プログラムイメージ 
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（２）小児訪問看護研修会の開催方法と工夫 

①研修会全体 

項目 開催方法・工夫 

プログラムの立案（小児

訪問看護研修プログラ

ムの活用）、開催主体 

a. 小児訪問看護研修プログラムを全て行う場合は、講義数が多く研修期間が長期になるため「テーマ別」の内容を参考に

し、継続的に研修会を開催するとよい。例えば、数年間の計画で 1 年に 1 回～数回のテーマ別研修会を行う。初回は「は

じめよう小児訪問看護（入門編）」を行い、他の 4 つの編を順次行うと全ての研修が開催できる。 

b. 小児訪問看護研修プログラムの全てを行う必要はなく、受講者のニーズが高い講義や今まで開催していなかった講義内容

などを小児訪問看護研修プログラムから抽出し、カスタマイズして開催する。「テーマ別」の研修は、関連した講義が見

つけやすいので抽出する際の参照にしていただきたい。 

c. 医療的ケア児支援センターと協働して開催する、もしくは、協力する際に、小児訪問看護研修プログラムの活用を提案す

る。 

講師の選定 a. 貴地域で活動している医師や看護師、理学療法士、医療的ケア児コーディネーター等に講義を依頼すると、地域の特性や

特徴、どのような病院を受診しどのような連携をしているかなど具体的な講義内容となり、その地域で実際に活用でき

る。また、研修会後の実践においても相談役となってもらうことが期待できる。 

b. 看護に関する講義については、地域の小児専門の看護師に行ってもらうと、地域の特性（障害福祉の充実の実態・親の意

識の違いなど）がわかるので、悩みや困りごとを共有できる。 

c. 講師の検索サイトより、地域に合った専門医、看護師、理学療法士等に依頼する。 

 専門看護師・認定看護師の講師は、日本看護協会ホームページの認定資格者より検索できる。   

【分野別都道府県別登録者検索】http://nintei.nurse.or.jp/certification/General/GCPP01LS/GCPP01LS.aspx 

 「小児訪問看護研修プログラム」の分類①重症心身障害・小児医療概論②医療の知識各論の講師は、日本小児神経

学会ホームページの専門医検索より検索できる。 

【日本小児神経学会ホームページの専門医検索】 https://www.childneuro.jp/modules/senmoni/ 

 「摂食嚥下障害について学ぶ」、「口腔衛生について」、「摂食嚥下障害のある患者への援助方法」の講師は、NPO

法人口から食べる幸せを守る会ホームページ講演依頼フォームより検索できる。 

【NPO 法人口から食べる幸せを守る会 講演依頼フォーム】 

https://business.form-mailer.jp/lp/2b15c5f825948 

d. 病院、施設の一覧より、地域に合った専門医、看護師、理学療法士等に依頼する。 

 「小児がんについて」の講師は、小児がん拠点病院の医師や連携施設の医師を、全国の小児がん診療施設の情報よ

り問い合わせができる。 

【全国の小児がん診療施設の情報】

https://www.ncchd.go.jp/center/activity/cancer_center/cancer_hospitallist/index.html 

http://nintei.nurse.or.jp/certification/General/GCPP01LS/GCPP01LS.aspx
https://www.childneuro.jp/modules/senmoni/
https://business.form-mailer.jp/lp/2b15c5f825948
https://www.ncchd.go.jp/center/activity/cancer_center/cancer_hospitallist/index.html
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項目 開催方法・工夫 

 「小児訪問看護研修プログラム」の分類①重症心身障害・小児医療概論②医療の知識各論の講師は、重症心身障害

児施設一覧より問い合わせができる。 

【重症心身障害児施設一覧】 https://www.mamorukai.jp/related_info/ 

 「呼吸障害の理解と肺理学療法」、「骨折・移乗介助・更衣」、「小児リハビリテーション」の講師は、施設に所

属する理学療法士や看護師を全国重症心身障害日中活動支援事業所一覧より問い合わせができる。 

【全国重症心身障害日中活動支援事業所一覧】 

https://www.mamorukai.jp/wp-content/uploads/2023/01/tsusyoR2.pdf 

研修形式 a. 集合形式 

おなじ場所に講師や受講者を研修開催日に集めて対面で実施する研修で、受講者同士の交流も行え、質疑応答ができ

る。決められた日時に決められた場所に行かなければならないため、時間の融通がきかない。 

b. オンデマンド形式 

あらかじめ制作した研修会の動画をインターネットで配信する。受講者の学習したいタイミングで見られ、また、配信

期間中は分割受講や繰り返し受講が可能。タイムリーに質疑応答ができない。 

c. ライブ形式 

講義や演習（グループワーク）を、研修開催日にインターネットで配信する研修。講師や受講者同士の双方向の会話が

可能で、臨場感のある研修が行える。学習環境に、カメラ付きパソコン、マイクが必要になる場合が多い。 

d. アーカイブ配信 

ライブ形式の研修会や実際に行われた研修を録画しておき、研修会後にも受講できるように配信すること。アーカイブ

で配信することの承諾をあらかじめ講師に取っておき、期間を決めて配信する。 

e. 研修形式の選択時の留意点 

 演習やグループワークは、ライブ形式よりも集合形式で研修を行った方が学習効果を期待できる。 

 オンデマンド形式は、ほとんどの講義で行うことができるが参加者の人数によって質疑応答が難しい。 

 演習は、実際に自分の身体を使って学べるような形式でできると良い。 

 ZOOM によるオンライン配信は、利便性が良いがグループワークや演習では効果が期待できない場合がある。 

資金調達 a. 人材育成のための地域医療介護総合確保基金の活用 

b. 都道府県や市町村で助成金を出しているところがあるので、行政のホームページや担当に確認する。 

c. 日本財団や勇美財団などの団体や企業が小児研修会の開催に助成を行っている場合がある。 

演習物品 シミュレーターを使用して各講義に沿った演習を行うとよい。 

当協会より、５体のシミュレーター（CLA 23 小児看護実習モデル）の貸し出しを行っている。 

３歳児を想定した全身型のトレーニングモデルが行える。https://www.kyotokagaku.com/jp/products_data/cla23 

問い合わせは当協会まで。 

  

https://www.mamorukai.jp/related_info/
https://www.mamorukai.jp/wp-content/uploads/2023/01/tsusyoR2.pdf
https://www.kyotokagaku.com/jp/products_data/cla23
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②テーマ別 

 

 

●令和元年度　はじめよう小児の訪問看護Pａｒｔ1（基礎編）　～小児訪問看護の魅力を知ろう～

開催方法　集合形式 対　　象　訪問看護に従事する看護師等

日　　時　令和元年１２月１９日～２1日（木～土） 定　　員　約５0名

会　　場　アクセス渋谷フォーラム（東京都渋谷区渋谷2-15-1 渋谷クロスタワー27F） 参 加 費　当協会会員　４０,０００円　　　当協会会員以外　８０,００0円

講義・講師 時間・形式 到達目標 講義内容 講師の選び方、研修会開催方法、工夫

｢小児訪問看護の実際｣

訪問看護ステーションさんさん
田中　歩氏

2時間
集合形式

・小児訪問看護の実際が理解でき
る。

・訪問看護ステーションが行う退院支援
の実際（地域の医師や病院との連携）
・小児訪問看護の実際

・小児訪問看護をおこなっている看護師

｢家族に寄り添う看護ﾊﾟｰﾄ１｣

訪問看護ステーションさんさん
森下　由佳氏

2時間
集合形式,
ﾛｰﾙﾌﾟﾚｲ

・家族のライフスタイルを理解する
・家族の環境を理解する
・母親の思いを理解する

・健康障がいが子どもとその家族に及ぼ
す影響について
・小児医療を受ける家族の現状と課題
・主介護者（主に母親）となる家族の・思
いや背景がわかるような事例のロールプ
レイ。

・在宅の経験のある小児プライマリケア認定看護師、（旧）小児救急看護
認定看護師、小児看護専門看護師（都道府県別の登録者一覧
http://nintei.nurse.or.jp/certification/General/GCPP0
1LS/GCPP01LS.aspx）
・集合形式による講義と演習、事例を元にロールプレイ
・ライブ形式による講義と演習、グループワーク（事例を元にディスカッ
ション）うまくいった、いかなかった等
・ファシリテーターは5～8人につき1人

｢診療所が実施する小児在宅医療の実
際｣

浜松市発達医療総合福祉センター
友愛のさと診療所　副センター長
遠藤　雄策氏

2時間
集合形式

・小児在宅医療に関する開業医の
取り組みが理解できる
・地域医療における開業医の役
割・機能について理解できる

・医師との連携
・小児科医の在宅医療の実際と課題につ
いて
・地域での訪問看護の連携の実際につい
て
・子どもに特長的な感染症と予防接種に
ついて

・小児科診療所の医師

「小児看護の現状と課題」

東邦大学看護学部在宅看護学研究室
小児看護専門看護師　助教
倉田　慶子氏

1時間
集合形式

・新生児医療の実際と動向が理解
できる
・NICUでケアを受ける子どもと
その家族の状況が理解できる。

・小児医療をとりまく現状と動向
・新生児看護の実際と動向
・NICUでケアを受ける子どもとその家
族の状況、NICU満床問題の背景など

・小児プライマリケア認定看護師、（旧）小児救急看護認定看護師、小児
看護専門看護師（都道府県別の登録者一覧
http://nintei.nurse.or.jp/certification/General/GCPP0
1LS/GCPP01LS.aspx）
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講義・講師 時間・形式 到達目標 講義内容 講師の選び方、研修会開催方法、工夫

「重症心身障害児者の原因となる疾患の
理解」

心身障害児総合医療療育センター
研修・研究部長
中谷　勝利氏

2時間
集合形式

・重症心身障害児者の原因となる
疾患、状態像と合併症について理
解できる
・重症心身障害児の状態像に対応
した治療方法やかかわりについ
て理解できる

・重症心身障害の原因となる疾患の合併
症や治療について（出生前・出生時から
新生時期・新生児期から18歳までの時
期に分けた原因）
・重症心身障害となる疾患をもつ子ども
の成長発達の実際と対応（事例）

・重症心身障害児に関わっている医師（重症心身障害児施設一覧
https://www.mamorukai.jp/related_info/における医師、あ
るいは小児神経学会専門医のＨＰ上
https://www.childneuro.jp/modules/senmoni/で都道府
県から、専門医を検索できるので、地域に合った専門医に依頼する）

「脳性まひ・筋疾患・染色体異常などの主
な疾患」

心身障害児総合医療療育センター
研修・研究部長
中谷　勝利氏

2時間
集合形式

・脳性まひについて理解する
・代表的な筋疾患・染色体異常・の
病態や治療について理解する
・筋緊張の病態について理解でき
る

・脳性まひについて
・代表的な筋疾患の病態について
・代表的な染色体異常の病態について
・各疾患の治療について
・筋緊張の病態について

・重症心身障害児に関わっている医師（重症心身障害児施設一覧
https://www.mamorukai.jp/related_info/における医師、あ
るいは小児神経学会専門医のＨＰ上
https://www.childneuro.jp/modules/senmoni/で都道府
県から、専門医を検索できるので、地域に合った専門医に依頼する

「骨折予防に重点をおいた移乗介助・更
衣・ポジショニング」

訪問看護ステーションさんさん　理学療
法士
佐藤　麻沙美氏

2時間
集合形式
演習

・骨の解剖生理を理解できる
・骨折予防の注意点を理解できる
・移乗の際の注意点を理解できる
・更衣の際の注意点を理解できる
・姿勢保持の注意点を理解できる

・骨の解剖生理について
・筋緊張のコントロール
・骨折予防の注意点について
・移乗の際の注意点について
・更衣の際の注意点について
・姿勢保持の注意点について

・小児看護をおこなっている看護師、理学療法士
・在宅をおこなっている理学療法士
・施設に所属する理学療法士や看護師（重症心身障害児施設一覧
https://www.mamorukai.jp/wp-
content/uploads/2023/01/tsusyoR2.pdf　）
・講義、演習は映像を用いて説明

「子どもの成長発達とフィジカルアセスメ
ント」

川崎大師訪問看護ステーション
療養通所介護まこと　管理者
島田　珠美氏

6時間
集合形式
演習

・子どもの成長発達について理解
できる
・子どもの全身アセスメントの方
法が理解できる
・フィジカルアセスメントの方法を
演習できる
・成長発達する子どもの日常生活
援助・医療的ケアの実践時に安
全・安楽への配慮や工夫が理解で
きる

【講義】
・子どもの身体の生理的な特徴とフィジ
カルアセスメント（おとなと子どものフィ
ジカルアセスメントの違いや詳しい生理
学的変化の違い）
・子どもの成長発達について
【演習】
・フィジカルアセススメントの実際
・子どものシミュレーターを用いて演習

・小児プライマリケア認定看護師、（旧）小児救急看護認定看護師、小児
看護専門看護師（都道府県別の登録者一覧
http://nintei.nurse.or.jp/certification/General/GCPP0
1LS/GCPP01LS.aspx）
・ライブ形式または集合形式による講義と演習、グループワーク
・ファシリテーターは5～6人につき1人
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●令和3年度　小児訪問看護研修会 Part2～いのちを支える～　

講義・講師 時間・形式 到達目標 講義内容 講師の選び方、研修会開催方法、工夫

「小児がんについて」

医療法人財団はるたか会　理事長
前田　浩利　氏

３時間
オンデマ
ンド形式

・子どもに特徴的ながんについて
理解する
・がんの治療方法について理解す
る
・がんに罹患している子どもの日
常生活の注意点について理解す
る

・子どもに特徴的ながんについて
・がんの治療方法について
・がんに罹患している子どもの日常生活
の注意点について

・小児がんに携わっている医師（できれば在宅）
・小児がん拠点病院の医師や連携施設の医師
https://www.ncchd.go.jp/center/activity/cancer_cent
er/cancer_hospitallist/index.html
・オンデマンド形式による講義

「よりよく生き抜くための
重症心身障害児者の看護」

都立府中療育センター緩和ケア
認定看護師
荒谷　智子　氏

２時間
ライブ形

式

・疾病により身体機能の危機的状
態にある、および成長発達・加齢
に伴い終末期に向う重症心身障
害児者の病態が理解できる
・重症心身障害児者の治療の選
択、家族の思いを理解することが
できる
・終末期に向かうあるいは終末期
にある重症心身障害児者とその
家族の支援について考えること
ができる

・疾病により身体機能の危機的状態にあ
る（幼少期の身体機能の未熟さによる症
状や進行性疾患による症状や病態）、お
よび成長発達・加齢に伴い身体機能の変
化によって表出する症状の悪化（側弯な
どによる呼吸障害、嚥下機能の低下によ
る誤嚥性肺炎の繰り返し）などの重症心
身障害児者の病態について
・重症心身障害児者の治療の選択、家族
の思いについて
・終末期に向かうあるいは終末期にある
重症心身障害児者とその家族の看護（痛
みのケア・呼吸を安楽にするケア・家族と
共に過ごすためのケア・家族への予後の
説明など事例を交えた解説）

・小児プライマリケア認定看護師、（旧）小児救急看護認定看護師、小児
看護専門看護師、緩和ケア認定看護師（都道府県別の登録者一覧
http://nintei.nurse.or.jp/certification/General/GCPP0
1LS/GCPP01LS.aspx）
・ライブ形式または集合形式による講義と演習、グループワーク
・ファシリテーターは5～8人につき1人

開催方法　・オンデマンド形式（配信期間：８月1日～10月30日)
　　　　　　  ・ライブ配信（Zoom）  9月10日（金）10時00分～17時10分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  10月22日（金） 9時30分～16時32分

募集時期　  6月1日～8月29日
定員　        約50名
対象　　　　  訪問看護に従事する看護師等
受講料　　　 会員43,000円 → 18,000円　非会員83,000円 → 36,000円
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講義・講師 時間・形式 到達目標 講義内容 講師の選び方、研修会開催方法、工夫

「他職種の理解とチーム医療について」

浜松市発達医療総合福祉センター
相談支援事業所シグナル
尾関　ゆかり　氏

１時間30
分

ライブ形
式

・疾病や障害をもつ小児を支える
家族の現状を理解し、支援のあり
かたを学ぶ。

・他職種の役割と機能について
・他職種との連携について
・チームで支援する際の看護師の役割に
ついて検討する（他の医療者から、訪問
看護師がどのような役割や機能を持っ
ていると考えられているのか）

・医療的ケア児の支援相談員
・地域の医療的ケア児支援センターに依頼

「子どもの権利と倫理的かかわり」

心身障害児総合医療療育センター
仁宮　真紀　氏

2時間30
分

ライブ形
式

・子どもの権利を理解する
・倫理的な関わりについて考える
ことができる

・日本国憲法における子どもの権利につ
いて
・子どもの権利条約について
・倫理の概念
・看護協会における倫理指針について
・日常のケア場面における倫理的配慮・ケ
アを事例を示す

・小児プライマリケア認定看護師、（旧）小児救急看護護認定看護師、小
児看護専門看護師（都道府県別の登録者一覧
http://nintei.nurse.or.jp/certification/General/GCPP0
1LS/GCPP01LS.aspx）
・ライブ形式または集合形式による講義と演習、グループワーク
・ファシリテーターは5～8人につき1人

「家族の思いに寄り添う看護」

訪問看護ステーションさんさん
森下　由佳　氏

3時間
ライブ形

式

・疾病や障害をもつ子どもの家族
及び介護者の想いがわかる
・重症心身障害児者の家族の理解
を深め、支援について検討できる
・悲嘆の過程について理解する
・家族の障害受容に対する支援方
法について理解する

・疾病や障害をもつ子どもの家族及び介
護者の想いがわかる（主たる介護者とな
る家族の思いの背景が理解できるよう
に、事例を交えて説明）
・重症心身障害児者の家族の理解を深
め、支援について検討できるようにする
ために、ロールプレイを実施し、その後、
ディスカッションをする
・悲嘆の過程について
・家族の障害受容に対する支援方法につ
いて、事例を交えて説明

・在宅の経験のある小児プライマリケア認定看護師、（旧）小児救急看護
認定看護師、小児看護専門看護師（都道府県別の登録者一覧
http://nintei.nurse.or.jp/certification/General/GCPP0
1LS/GCPP01LS.aspx）
・集合形式による講義と演習、事例を元にロールプレイ
・ライブ形式による講義と演習、グループワーク（事例を元にディスカッ
ション）うまくいった、いかなかった等
・ファシリテーターは5～8人につき1人

「急変時の対応」

心身障害児総合医療療育センター
川崎　まこと　氏

3時間
ライブ形

式

・小児のＢＬＳ技術が実践できる
・小児の緊急時の対応について具
体的にイメージできる

・小児のＢＬＳ技術が実践できるように演
習を実施する
・小児の緊急時の対応について具体的に
イメージできるように事例を交え、ポイン
トを説明

・小児プライマリケア認定看護師、（旧）小児救急看護認定看護師、心肺
蘇生がおこなえる人（都道府県別の登録者一覧
http://nintei.nurse.or.jp/certification/General/GCPP0
1LS/GCPP01LS.aspx）
・ライブ形式または集合形式による講義と演習、グループワーク
・BLSモデルを1人1体（5000円）があると良い
・講師、ファシリテーターはBLSモデルを使える人
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令和3年度　小児訪問看護研修会 Part3～活動すること～　

講義・講師 時間・形式 到達目標 講義内容 講師の選び方、研修会開催方法、工夫

「耳の機能・耳鼻科疾患について学ぶ」

浜松医科大学　耳鼻咽喉科頭頸部外科
喜夛淳哉 　氏

53分
オンデマ
ンド形式

・耳鼻科疾患について理解する
・耳鼻科疾患の治療方法について
理解する

・耳鼻科疾患について
・耳鼻科疾患の治療方法について

・障害児に関わっている医師
・重症心身障害児施設一覧
https://www.mamorukai.jp/related_info/における医師で都
道府県から、専門医を検索できるので、地域に合った専門医に依頼す
る
・病院の耳鼻科医師
・オンデマンド形式による講義

「眼の機能・眼科疾患について学ぶ」

杏林大学医学部附属病院　眼科　講師
鈴木由美 氏

47分
オンデマ
ンド形式

・眼の機能を理解する
・眼科疾患について理解する
・眼科疾患の治療方法について理
解する

・眼の機能について
・眼科疾患について
・眼科疾患の治療方法について

・障害児に関わっている医師
・重症心身障害児施設一覧
https://www.mamorukai.jp/related_info/における医師で都
道府県から、専門医を検索できるので、地域に合った専門医に依頼す
る
・病院の眼科医師
・オンデマンド形式による講義

「睡眠障害について」

心身障害児総合医療療育センター
研修・研究部長
中谷　勝利 氏

1時間11
分
オンデマ
ンド形式

・睡眠のメカニズムについて理解
する
・睡眠障害のメカニズムについて
理解する
・睡眠障害の治療について理解す
る
・睡眠障害への援助方法について
理解する

・睡眠のメカニズムについて
・睡眠障害のメカニズムについて
・睡眠障害の治療について
・睡眠障害への援助方法について

・障害児に関わっている医師、小児神経科をやったことがある小児科医
師
・重症心身障害児施設一覧
https://www.mamorukai.jp/related_info/における医師、あ
るいは小児神経学会専門医のＨＰ上
https://www.childneuro.jp/modules/senmoni/で都道府
県から、専門医を検索できるので、地域に合った専門医に依頼する
・オンデマンド形式による講義

「てんかん発作について」

心身障害児総合医療療育センター
研修・研究部長
中谷　勝利 氏

2時間42
分
オンデマ
ンド形式

・てんかんの原因、診断、治療につ
いて理解する
・てんかん発作の観察ポイントに
ついて理解する
・てんかん発作を予防するための
日常生活管理について理解する

・てんかんの原因、診断、治療について
・てんかん発作の観察ポイントについて
・てんかん発作を予防するための日常生
活管理について

・障害児に関わっている医師、小児神経科をやったことがある小児科医
師
・重症心身障害児施設一覧
https://www.mamorukai.jp/related_info/における医師、あ
るいは小児神経学会専門医のＨＰ上
https://www.childneuro.jp/modules/senmoni/で都道府
県から、専門医を検索できるので、地域に合った専門医に依頼する
・オンデマンド形式による講義

開催方法　・オンデマンド形式　（配信期間：9月1日～10月31日)
　　　　　　　・ライブ配信（Zoom）　10月23日（土）13時30分～16時30分
　　　　　　　・対面研修                12月11日（土）13時30分～16時30分
　　　　　　　　　場所：AP日本橋（東京都中央区日本橋3-6-2日本橋フロント7F）

募集時期　　　7月1日～8月29日
対象　　　　　  訪問看護に従事する看護師等
定員　　　　　　約50名
受講料　　　　 会員43,000円 → 18,000円　非会員83,000円 → 36,000円
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講義・講師 時間・形式 到達目標 講義内容 講師の選び方、研修会開催方法、工夫

「発達障害の理解と対応」

心身障害児総合医療療育センター
小児科　米山　明　 氏

2時間48
分
オンデマ
ンド形式

・発達障害の原因、分類が理解で
きる
・発達障害を持つ子どもとその家
族への適切な対応や、援助の方法
がわかる

・発達障害とは、原因とメカニズムについ
て
・発達障害がある子どもとその家族への
対応について

・障害児に関わっている医師、小児神経科をやったことがある小児科医
師
・重症心身障害児施設一覧
https://www.mamorukai.jp/related_info/における医師、あ
るいは小児神経学会専門医のＨＰ上
https://www.childneuro.jp/modules/senmoni/で都道府
県から、専門医を検索できるので、地域に合った専門医に依頼する
・オンデマンド形式による講義

「児童相談所の機能と役割について」

千葉県柏児童相談所
所長　　渡邉　直　氏

1時間2分
オンデマ
ンド形式

・児童相談所の機能・役割がわか
る
・小児虐待に対する児童相談所の
関わりが理解できる
・小児、障害児者の虐待がおこる
背景および家族のアセスメントに
ついて理解できる

・児童相談所の機能・役割について
・小児虐待に対する児童相談所の関わり
について
・小児、障害児者の虐待がおこる背景お
よび家族のアセスメントについて

・児童相談所の職員
・重症心身障害児にかかわっている医師が知っている場合がある
・オンデマンド形式による講義

「特別支援学校における
看護の役割について」

はみんぐ訪問看護ステーション
塙　真美子　氏

48分
オンデマ
ンド形式

・特別支援学校の機能・役割につ
いて理解できる
・学びの場で実践される医療的ケ
アの実際、看護職の役割について
理解できる

・特別支援学校の機能・役割について
・学びの場で実践される医療的ケアの実
際、看護職の役割について

・特別支援学校の看護師
・特別支援学校と連携している訪問看護師、特別支援学校の校長、特別
支援学校の担当課
・オンデマンド形式による講義

「福祉用具・装具について」

東京小児療育病院
リハビリテーション科長  丸森睦美　氏

2時間22
分
オンデマ
ンド形式

・福祉用具の特徴について理解す
る
・用具を装着する際の注意点につ
いて理解できる

・福祉用具の特徴について（おとなが使
用する用具とは違いがわかる座位保持
やバギーなど）
・用具を装着する際の注意点について

・義肢装具士
・小児装具を作成している小児整形外科医師
・オンデマンド形式による講義

「最近の小児医療・
重症心身障害児の医療・看護の動向」

順天堂大学大学院医療看護学研究科
倉田　慶子　氏

3時間
ライブ形
式

・子どもをとりまく医療と看護の
動向、環境について理解できる
・重症心身障害児の医療について
理解できる
・小児訪問看護における看護の課
題を検討できる

・小児医療の現状・課題とは
・医療的ケアとは(概念・状態像など）
・小児医療における重症心身障害児の医
療の現状と課題
・重症心身障害児の高齢化と移行期ケア
について
・小児医療で活用できる医療費制度につ
いて（政策や取り組みなどを含む

・小児看護専門看護師（都道府県別の登録者一覧
http://nintei.nurse.or.jp/certification/General/GCPP0
1LS/GCPP01LS.aspx）
・小児看護をおこなっている看護師
・ライブ形式または集合形式による講義と演習
・グループワークの経験がある人
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講義・講師 時間・形式 到達目標 講義内容 講師の選び方、研修会開催方法、工夫

「小児リハビリテーション」

東京小児療育病院
リハビリテーション科長
丸森睦美　氏

3時間
集合形式

・筋緊張のケア（リラクゼーショ
ン、ポジショニング等）を理解でき
る
・ＲＯＭエクササイズの内容が理解
できる

・筋緊張のケア（リラクゼーション、ポジ
ショニング等）について
・ＲＯＭエクササイズの内容について

・肺理学療法をおこなっている理学療法士
・施設に所属する理学療法士や看護師（重症心身障害児施設一覧
https://www.mamorukai.jp/wp-
content/uploads/2023/01/tsusyoR2.pdf）
・集合形式による講義と演習
・受講者が体験できるようにする
・ファシリテーターは5～6人につき1人、講師と同様の技術がある
・タイムキーパーは演習中に交代のタイミングの声かけをする
・演習使用物品はヨガマット（大判バスタオルやブルーシートでも代用
可）枕（バスタオル代用可）等、受講者に持参してもらうとよい



 

73 

 

講義・講師 時間・形式 到達目標 講義内容 講師の選び方、研修会開催方法、工夫

「呼吸障害について」

川崎市北部地域療育センター
医師　　山口　直人　氏

3時間
オンデマ
ンド形式

呼吸のメカニズムを理解する。呼
吸障害のメカニズムを理解する。
呼吸障害に対する治療について
理解する

呼吸のメカニズムについて／呼吸障害の
メカニズムについて／呼吸障害に対する
治療について（看護における注意点など
も含める）

・地域の障害児専門医師（重症心身障害児施設一覧
https://www.mamorukai.jp/related_info/における医師、あ
るいは小児神経学会専門医のＨＰ上
https://www.childneuro.jp/modules/senmoni/で都道府
県から、専門医を検索できるので、地域に合った専門医に依頼する）
・オンデマンド形式による講義

「心疾患（心奇形）について」

神奈川県立こども医療センター
循環器内科医長　　柳　貞光　氏

3時間
オンデマ
ンド形式

先天性心疾患について理解する。
先天性心疾患の治療方法につい
て理解する。先天性心疾患の日常
生活の注意点について理解する。

先天性心疾患について／先天性心疾患
の治療方法について（手術の方法なども
含む）／先天性心疾患の日常生活の注意
点について

・地域の障害児専門医師（重症心身障害児施設一覧
https://www.mamorukai.jp/related_info/における医師、あ
るいは小児神経学会専門医のＨＰ上
https://www.childneuro.jp/modules/senmoni/で都道府
県から、専門医を検索できるので、地域に合った専門医に依頼する）
・オンデマンド形式による講義

「循環器について」

神奈川県立こども医療センター
循環器内科医長　　柳　貞光　氏

2時間
オンデマ
ンド形式

循環機能を理解する。循環器疾患
について理解する。循環器疾患の
治療方法について理解する。

循環機能について／循環器疾患につい
て／循環器疾患の治療方法について／
心臓の冠動脈に病変を残す「川崎病」、学
校検診でみつかる「不整脈」や「心筋症」
について

・地域の障害児専門医師（重症心身障害児施設一覧
https://www.mamorukai.jp/related_info/における医師、あ
るいは小児神経学会専門医のＨＰ上
https://www.childneuro.jp/modules/senmoni/で都道府
県から、専門医を検索できるので、地域に合った専門医に依頼する）
・オンデマンド形式による講義

「呼吸障害の理解と肺理学療法」

東京小児養育病院リハビリテーション
科長　　丸森　睦美　氏

4時間
集合形式
（演習）

呼吸のメカニズムを理解し、呼吸
障害の評価のポイントができる。
効果的なポジショニング、リラク
ゼーションについて理解し、実践
することができる。

呼吸のメカニズムを理解し、呼吸障害の
評価のポイントについて／効果的なポジ
ショニング、リラクゼーションについて

・肺理学療法をおこなっている理学療法士
・施設に所属する理学療法士や看護師（重症心身障害児施設一覧
https://www.mamorukai.jp/wp-
content/uploads/2023/01/tsusyoR2.pdf　）
・集合形式による講義と演習
・受講者が体験できるようにする
・ファシリテーターは5～6人につき1人、講師と同様の技術がある
・タイムキーパーは演習中に交代のタイミングの声かけをする
・演習使用物品はヨガマット（大判バスタオルやブルーシートでも代用
可）枕（バスタオル代用可）等、受講者に持参してもらうとよい

令和４年度　小児訪問看護研修会part４　～呼吸すること～

開催方法　・オンデマンド形式　9月22日～11月30日
　　　　　　　・ライブ配信　      10月21日（金）13時30分～16時30分
　　　　　　　・対面研修          10月29日(土)13時00分～17時00分
　　　　　　　　　　　　　　　　会場：グランパークカンファレンス
　　　　　　　　　　　　　　　　（東京都港区芝浦３丁目４－１田町グランパークプラザ棟３階）

募集期間　　7月1日～9月15日
対象　　　　　訪問看護に従事する看護師等
定員　　　　　約50名
受講料　　　 会員26,000円　非会員39,000円
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講義・講師 時間・形式 到達目標 講義内容 講師の選び方、研修会開催方法、工夫

「呼吸障害の看護について」

中野区子ども発達センターたんぽぽ
小児看護専門看護師  仁宮　真紀　氏

訪問看護ステーションさんさん
森下　由佳　氏

3時間
ライブ形

式
（講義・グ
ループ
ワーク）

呼吸障害に対する観察ポイントが
理解できる。ネブライザーや在宅
酸素吸入器などの使用方法が理
解できる。安楽に呼吸するための
援助方法が理解できる。

人工呼吸器のアラームへの対処方法など
について／気管切開部への対応につい
て／ネブライザーや在宅酸素吸入時の注
意点について／吸引の際の注意点につ
いて

・在宅で小児看護をおこなっている看護師で、小児プライマリケア認定
看護師、（旧）小児救急看護認定看護師、小児看護専門看護師（都道府
県別の登録者一覧
http://nintei.nurse.or.jp/certification/General/GCPP0
1LS/GCPP01LS.aspx）
・ライブ形式または集合形式による講義と演習

「人工呼吸器の基礎」

KIDS CE Advisory 代表
臨床工学アドバイザー臨床工学技士
松井　晃　氏

2時間
オンデマ
ンド形式

人工呼吸器の原理が理解できる。
人工呼吸器管理中の注意点、看護
について理解できる。

人工呼吸器の原理について／人工呼吸
器管理中の注意点、看護について

・人工呼吸器を実際に在宅で扱っている業者が良い
・オンデマンド形式による講義

「在宅生活を支える制度や社会資源につ
いて」

千葉県千葉リハビリテーションセンター
千葉県医療的ケア児等支援センターぽら
りす
医療的ケア児等コーディネーター
景山　朋子　氏

2時間
オンデマ
ンド形式

療育施設（医療型障害児入所施
設・外来のみの療育センター）の
役割・機能を理解できる。訪問看
護師の役割について理解できる。
障害者総合支援法とサービスに
ついて理解できる。小児の在宅療
養を支援する制度について理解
できる。地域社会の資源の活用に
ついて検討できる。

療育施設（医療型障害児入所施設・外来
のみの療育センター）の役割・機能につ
いて／訪問看護師の役割について（家族
とのかかわりについて重点を置く）／利
用者と家族を支えている関係機関の概
要はあったほうが良い。学校や教育にも
関連する。／小児の在宅療養を支援する
制度について（職種や制度の内容）

・医療的ケア児を担当しているコーディネーターや相談員
・地域の医療的ケア児支援センターに依頼
・オンデマンド形式による講義
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講義・講師 時間・形式 到達目標 講義内容 講師の選び方、研修会開催方法、工夫

「重症心身障害児医療の歴史・
重症心身障害の概念・診断」

全国療育相談センター副センター長／
（前） 心身障害児総合医療療育センター
米山　明　氏

2時間
オンデマ
ンド形式

重症心身障害児医療の歴史的変
遷がわかる。
重症心身障害児の概念が理解で
きる。重症心身障害児の診断（大
島分類など）が理解できる。

重症心身障害児の医療の歴史的変遷に
ついて／重症心身障害児の概念／重症
心身障害児の診断（大島分類について）

・近隣の小児病院の病院長（重症心身障害児施設一覧
https://www.mamorukai.jp/related_info/における医師、あ
るいは小児神経学会専門医のＨＰ上
https://www.childneuro.jp/modules/senmoni/で都道府
県から、専門医を検索できるので、地域に合った専門医に依頼する）
・障害児支援団体
・オンデマンド形式による講義

「消化器疾患と栄養障害について」

茨城福祉医療センター
外科・小児外科部長
平井　みさ子　氏

2時間
オンデマ
ンド形式

消化のメカニズムを理解する。消
化器疾患の病態を理解する。消化
器疾患への治療方法について理
解する。栄養のメカニズムを理解
する。

消化のメカニズムについて／消化器疾患
の病態について／消化器疾患への治療
方法について／栄養のメカニズムについ
て

・地域の障害児専門医師（重症心身障害児施設一覧
https://www.mamorukai.jp/related_info/における医師、あ
るいは小児神経学会専門医のＨＰ上
https://www.childneuro.jp/modules/senmoni/で都道府
県から、専門医を検索できるので、地域に合った専門医に依頼する）
・オンデマンド形式による講義

「摂食嚥下障害について学ぶ」

日本歯科大学口腔リハビリテーション多
摩クリニック
教授　　田村　文誉　氏

2時間
オンデマ
ンド形式

摂食嚥下のメカニズム、解剖生理
が理解できる。摂食嚥下障害の原
因、病態が理解できる。
摂食嚥下障害の治療・対応方法が
理解できる。

摂食嚥下のメカニズム、解剖生理につい
て／摂食嚥下障害の原因、病態について
／摂食嚥下障害の治療・対応方法につい
て

・小児の摂食嚥下障害にかかわっている医師、または歯科医師、看護師
・在宅をおこなっている歯科医師
・嚥下訓練、リハビリテーションをおこなっている歯科医師、または言語
療法士、看護師
・摂食嚥下障害看護認定看護師（都道府県別の登録者一覧
http://nintei.nurse.or.jp/certification/General/GCPP0
1LS/GCPP01LS.aspx）
・NPO法人口から食べる幸せを守る会HP（講演依頼フォーム
https://business.form-mailer.jp/lp/2b15c5f825948）
・オンデマンド形式による講義

開催方法　・オンデマンド形式　10月20日～12月31日
　　　　　　　・ライブ配信　         １１月5日(土)10時00分～17時00分

募集期間　　8月1日～10月15日
対象　　　　  訪問看護に従事する看護師等
定員　　　　  約50名
受講料　　 　会員26,000円　非会員39,000円

●令和４年度　小児訪問看護研修会part５　～食べること～
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講義・講師 時間・形式 到達目標 講義内容 講師の選び方、研修会開催方法、工夫

「排便障害について学ぶ」

静岡県立大学看護学部看護学科
助教　　池田　麻左子　氏

1時間

排便のメカニズムが理解できる。
排便障害の病態が理解できる。排
便障害への治療方法が理解でき
る。

排便のメカニズムについて／排便障害の
病態について／排便障害への治療方法
について

・小児看護専門看護師（都道府県別の登録者一覧
http://nintei.nurse.or.jp/certification/General/GCPP0
1LS/GCPP01LS.aspx）
・オンデマンド形式による講義

「排尿障害について学ぶ」

中野区子ども発達センターたんぽぽ
小児看護専門看護師
仁宮　真紀　氏

1時間
オンデマ
ンド形式

排尿のメカニズムが理解できる。
排尿障害の病態が理解できる。排
尿障害への治療方法が理解でき
る。排尿障害の援助方法について
理解する。

排尿のメカニズムについて／排尿障害の
病態について／排尿障害への治療方法
について／排尿障害の援助方法につい
て

・小児看護専門看師（都道府県別の登録者一覧
http://nintei.nurse.or.jp/certification/General/GCPP0
1LS/GCPP01LS.aspx）
・オンデマンド形式による講義

「相談支援と連携」

浜松市発達医療総合福祉センター
相談支援事業所シグナル
尾関　ゆかり　氏

2時間
オンデマ
ンド形式

相談支援の役割・機能について理
解する。相談支援員の役割・機能
について理解する。相談支援員と
連携するための方策を理解する。

障害福祉サービス等を申請した障害者
（児）について、サービス等利用計画の作
成、及び支給決定後のサービス等利用計
画の見直し（モニタリング）、計画相談支
援給付費又は障害児相談支援給付費の
支給について／子どもや家族がどのよ
うに病気や障害などを乗り越える力を
持っているのか、事例を交えて説明

・医療的ケア児を担当しているコーディネーターや相談員
・地域の医療的ケア児支援センターに依頼
・オンデマンド形式による講義

「摂食嚥下障害のある患者への援助方
法」

株式会社東京リハビリテーション　摂食
嚥下障害看護認定看護師
金　志純　氏

3時間
ライブ形

式
（演習）

摂食嚥下障害がある利用者の摂
食介助時の注意点が理解できる。
摂食嚥下障害がある利用者の摂
食介助を演習できる。

摂食嚥下障害がある利用者の摂食介助
時の注意点について

・摂食嚥下障害看護認定看護師（都道府県別の登録者一覧
http://nintei.nurse.or.jp/certification/General/GCPP0
1LS/GCPP01LS.aspx）
・NPO法人口から食べる幸せを守る会HP（講演依頼フォーム
https://business.form-mailer.jp/lp/2b15c5f825948）
・ライブ形式による講義と演習

「口腔衛生について」

株式会社東京リハビリテーション　摂食
嚥下障害看護認定看護師
金　志純　氏

3時間
ライブ形

式
（演習）

口腔の解剖生理と機能について
理解できる。清潔を保つ口腔ケア
の方法がわかる

口腔の解剖生理と機能について／清潔
を保つ口腔ケアの方法と注意点につい
て

・摂食嚥下障害看護認定看護師（都道府県別の登録者一覧
http://nintei.nurse.or.jp/certification/General/GCPP0
1LS/GCPP01LS.aspx）
・NPO法人口から食べる幸せを守る会HP（講演依頼フォーム
https://business.form-mailer.jp/lp/2b15c5f825948）
・ライブ形式による講義と演習
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（３）都道府県訪問看護ステーション連絡協議会等での開催支援 

都道府県訪問看護ステーション連絡協議会等においては、自地域の実情に応じ、（２）の内容を

参考に、（１）で紹介したプログラムを適宜、アレンジして開催していただきたい。 

プログラム（p.21～29 参照）の講義より必要な部分のみを抽出して開催したり、入門編やスキ

ルアップ編をそのまま利用して開催したりするなど、研修会の規模、予算等に合わせて組み立て

て実施していただくことも可能。また、講義の順番もプログラム通りに行う必要はなく、地域の

ニーズや興味に沿って実施できる。 
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５．アンケート結果報告 
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６．まとめと考察 
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６．まとめと考察 

 小児を取り巻く医療の問題として、円滑な在宅移行が挙げられるが、現状では十分に移行

が進んでいない。在宅療養を支援する立場の訪問看護の現場においても「小児科を経験した

ことのある看護師がいない」「医療処置などの小児の処置に不安がある」などの声が聞かれ、

小児訪問看護の提供に積極的になれないという一面がある。こうした背景から、当協会では、

小児訪問看護の量的拡大と質的向上を推進するために、平成 28 年に小児訪問看護推進検討部

会を設置し小児訪問看護研修会及び小児訪問看護情報交換会のプログラムの開発を行った。 

 「小児情報交換会」は参加者に役立つ情報を提供し、参加者同士で意見交換ができる場と

した。参加者の多くがこうした取組の継続を希望していたことから、今後も各地域で同様の

機会を設けることが期待される。 

 小児訪問看護研修プログラムの開発では、「はじめよう小児の訪問看護」「いのちを支える」

「活動すること」「呼吸すること」「食べること」という 5 つの領域に分け、小児訪問看護を

実践する上で身に着けておくべき知識や技術を習得できる構成とした。研修プログラムの開

発期間中は、新型コロナウイルス感染症の拡大の影響もあり、一部オンデマンド配信やライ

ブ配信を活用した。ライブ配信ではなるべく対面に近い工夫を凝らすことで、参加者から高

い評価が得られたが、対面研修での評価の高さを踏まえると、オンデマンド配信・ライブ配

信の良さを活用しつつも、講義内容によっては可能な限り対面での研修を行うことが望まし

いと考えられた。 

今後は、都道府県訪問看護ステーション連絡協議会等において、自地域の実情に応じ、小

児訪問看護研修プログラムを適宜、アレンジして開催することができるよう支援する必要が

ある。当協会の検討委員会においては、引き続き、都道府県訪問看護ステーション連絡会協

議会等への支援を中心に検討する。 
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